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第１章 学校施設整備基本計画について 

１ 計画策定の背景・目的 

 ─ ─ ↄ│ 30 50 ⌐ ↕╣⁸ ╙ ™ │
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２ 計画の位置付け 

( 1) 国の計画との整合 
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(2) 本市の他計画との関係 
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【図表１ 本計画と上位計画の関係図】 
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３ 計画の対象 

 ─ │⁸ ⅜ ∆╢ 12 ⁸ ≤⇔╕∆⁹ 

 

【図表２ 武蔵野市立小中学校一覧】 

小学校 中学校 

第一小学校 吉祥寺本町 4－17－16 第一中学校 中町 3－9－5 

第二小学校 境 4－2－15 第二中学校 桜堤 1－7－31 

第三小学校 吉祥寺南町 2－35－9 第三中学校 吉祥寺東町 1－23－8 

第四小学校 吉祥寺北町 2－4－5 第四中学校 吉祥寺北町 5－11－41 

第五小学校 関前 3－2－20 第五中学校 関前 2－10－20 

大野田小学校 吉祥寺北町 4－11－37 第六中学校 境 3－20－10 

境南小学校 境南町 2－27－27  

本宿小学校 吉祥寺東町 4－1－9 

千川小学校 八幡町 3－5－25 

井之頭小学校 吉祥寺本町 3－27－19 

関前南小学校 関前 3－37－26 

桜野小学校 桜堤 1－8－19 
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【図表３ 武蔵野市立小中学校配置図】 

 

 

 

４ 計画の期間と見直しのサイクル 

│ ( 2020) ⅛╠⁸ ─ ─ ⅜ ⌐ ╢ 25( 2043)

╕≢─24 ╩ ─ ≤⇔╕∆⁹∕⇔≡⁸ ╩ ⌐ ↑⁸ ─

╩ (2027) ╕≢─ ≤⇔⁸∕─ ⌐ ∆╢ ╩ ╘⁸

⁸ ╩ ╘≡™⅝╕∆⁹ 

√∞⇔⁸ ─ ⌐⅛⅛╢ ⁸ ─ ⁸ ─ ⁸

─ ⁸ ─ ⁸ ─ ─ ⌂≥⁸ ₁⌂ ╩ ⇔⁸

─ ╩ ↕∑⁸ ─ ╩ 2026 ⌐ ™╕∆⁹ 
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中学校 
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第２章 学校施設整備の現状と課題 

１ 学校施設の保有状況 

【図表４－１ 学校施設基本情報（小学校）】 

 
ＲＣ  ：鉄筋コンクリート造 

 Ｓ   ：鉄骨造 

 ＳＲＣ：鉄骨鉄筋コンクリート造 

 

 

RC 5 4,369 1968 S43 51
RC+S 3 791 1969 S44 50

S 2 296 2000 H12 19
RC 4 5,030 1967 S42 52

RC+S 3 777 1967 S42 52
RC 4 4,564 1969 S44 50
RC 3 552 1974 S49 45

RC+S 3 870 1968 S43 51
857 RC 3 823 1987 S62 32

RC 5 5,264 1972 S47 47
RC 2 1,106 1978 S53 41

RC+S 3 771 1968 S43 51
RC 4 2,593 1960 S35 59
RC 4 2,710 1972 S47 47

RC+S 3 1,483 1971 S46 48
RC 6 12,150 2004 H16 15
S 2 382 2017 H29 2

RC+S 2 1,268 1979 S54 40
RC 4 2,505 1971 S46 48
RC 5 5,163 1975 S50 44

RC+S 2 789 1976 S51 43
RC 1 361 1975 S50 44
RC 5 6,671 1978 S53 41

RC+S 2 794 1978 S53 41
RC 1 354 1978 S53 41
RC 5 6,075 1996 H8 23
RC 2 3852 1996 H8 23
RC 5 5,445 1974 S49 45

SRC 3 2,110 1986 S61 33
RC 4 3,631 1971 S46 48

RC+S 2 752 1971 S46 48
RC 4 5,134 1977 S52 42
RC 3 1,483 2010 H22 9
S 3 1,128 2014 H26 5

RC+S 4 3,022 2001 H13 18

10,591

9,850

*

11,370

13,045

9,710

15,051

14,192

11,482

10,714

9,987

12,620

12,176
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【図表４－２ 学校施設基本情報（中学校）】 

 

 

２ これまでの学校施設の整備状況 

【図表５ 学校施設の主な整備】 

年度 内容 

昭和30～50年代( 1955～1984年)  校舎、体育館の非木造化 

昭和55( 1980)～62( 1987)年度 

平成14( 2002)～18( 2006)年度 

平成20( 2008)～21( 2009)年度 
学校施設耐震補強 

平成５( 1993)～８( 1996)年度 千川小改築事業 

平成８( 1996)年度 旧境北小と旧桜堤小を統合し、桜野小開校 

平成10( 1998)～23( 2011)年度 

平成14( 2002)～17( 2005)年度 

小学校内へのこどもクラブ*設置 

小学校内へのあそべえ*設置 

平成15( 2003)～16( 2004)年度 大野田小改築事業 

平成17( 2005)年度～ 予防保全*（劣化保全・改良保全）の事業化 

平成22( 2010)年度 

平成26( 2014)年度 
桜野小校舎増築（児童増対策） 

平成23( 2011)年度～ 普通教室、特別教室等への空調設備設置 

平成27( 2015)～30( 2018)年度 特定天井の耐震改修 

平成29( 2017)年度 校内無線ＬＡＮ*化 

平成29( 2017)年度 大野田小校舎増築（児童増対策） 

平成30( 2018)～令和元( 2019)年度 体育館への空調設備設置 

RC 4 5,880 1963 S38 56
RC 2 372 1983 S58 36
RC 2 337 1988 S63 31

SRC 5 4,030 1982 S57 37
RC 5 5,976 1967 S42 52
RC 2 264 1992 H4 27

SRC 4 2,973 1984 S59 35
RC 4 4,041 1971 S46 48

SRC 5 4,730 1982 S57 37
RC 5 8,538 1974 S49 45

RC+S 5 6,892 1992 H4 27
S 2 451 1991 H3 28

RC 3 4,419 1961 S36 58
RC 2 427 1974 S49 45
RC 1 107 1984 S59 35
RC 2 264 1985 S60 34

RC+S 2 1,288 1964 S39 55
RC 5 4,686 1971 S46 48
RC 3 2,132 1980 S55 39

RC+S 3 1,153 1972 S47 47

19,559

10,392

15,024

13,700

19,996

*

15,335
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３ 現状と課題 

(1) 老朽化への対応 

ア 現状 

( 2019) ≢ ╙ ™ ─ ⅜⁸ ─ ⅜ ™ 50

≢№╢ ⅜ 44 ≢№╡⁸ *╩ ℮ ─ ≤↕╣╢ 45

ₐ *─ ⅝ ╟e╡ ╩ ⅎ╢ ╩ ⅎ╢≤⁸ ─ 77

≤⌂╡╕∆⁹ 

 

【図表６ 学校施設築年分類】 

  50年以上 45年以上 50年未満 45年未満 

小学校 ５校 ３校 ４校 

中学校 ３校 ３校 ０校 

全体割合 44％ 33％ 22％ 

 

イ 課題 

≢│⁸ ─ ≢ ⅜ 45 ╩ ⅎ≡⅔╡⁸⅛≈⁸ ─ ≤∆╢

60 ⅜ 2020 2030 ⌐ ∆╢√╘⁸ ⌂ ≤⁸ ╕≢

─ ⌂ ╩ ℮ ⅜№╡╕∆⁹ 

  

 

(2) 児童生徒数の推移と今後の推計 

ア 現状 

│ 55( 1980) ⁸ │ 61( 1986) ╩Ⱨכ◒⌐

⅜╡ ╘⁸ 24( 2012) ⌐∕╣∙╣ ─ ⁸ ╕≢ ⇔√ ⁸ ┘

⌐№╡╕∆⁹ 

─ ─ ─ │⁸ ─ⱴfi◦ꜛfi ⌐╟╢ ⅔╟┘

─ ─ ╩ ↑⁸⇔┌╠ↄ ⇔√ ⌂∞╠⅛⌂ ≤⌂╢╙──⁸

30 │ ⁸ ≤╙ ╟╡ ∆╢ ╖≢∆⁹ 

 

イ 課題 

─ │ ∆╢ ─ ⌐ ⅝⌂ ╩ ⅎ╕∆⅜⁸ ─

⌐╟╡ ⌐ ⅜ ∂╢√╘⁸ ─ ה ╩ ∆╢ ⌐ ∆

╢ ╩│∂╘≤⇔√ ─ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ─

⌐ ⌐ ≢⅝╢ ≤∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

⌐ ⅜ ⇔⁸ ─ ⅔╟┘a

ₑ≢ ∆╢ ╩ ╢ ⌐≈™≡│⁸ ─ ⇔╛⁸ ⅔╟

┘ ─ ה* *╩ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 
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【図表７ 市立小中学校児童生徒数の推移 昭和 45( 1970)年度～令和 30( 2048)年度】 

昭和45( 1970)年度～令和元( 2019)年度：５月１日現在の児童生徒数 

令和２( 2020)～30( 2048)年度：児童生徒数推計（平成30( 2018)年度 武蔵野市） 

 

 

(3) 財政の現状と今後の予測 

ア 現状 

─ ⌐ ⌂ ≤⇔≡ 13( 2001) ⌐

*╩ ⇔⁸ 30( 2018) ≢ 123 ╩ ╖ ≡≡™╕∆⁹ 

⁸ ─ ─ ⌐⅔™≡ │ 52 ╩ ╘≡⅔╡⁸ ─

⌐│ ⌂ ⅜ ↕╣╕∆⁹ 

 

イ 課題 

╙ ⌂ ╩ ⇔⌂⅜╠⁸ ─ ╩ ⌐ ╘⁸ ⇔√ ◘

╩☻ⱦכ ⇔≡™ↄ√╘⌐│⁸ ─ ⌂ ╩ ⅎ⁸∕─ ≢ ≢

⅝╢╟℮⁸ ─ ╛ ⅜ ≤⌂╠⌂™╟℮⌐⇔⌂↑╣┌⌂╡╕∑╪⁹ 

╕√⁸ ╩ ∆╢√╘⁸ №√╡─ ⌂≥╩ ⇔⁸ ⌂

╩ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

 

( 4) 標準的な施設整備水準の確保 

ア 現状 

─ │⁸ ≤⇔≡─ ⌂ ⅜ ↄ ╩ ∫≡⅝√√╘⁸ ─

≤⌂╢ ─ ⅝↕⅜ ℮⌂≥⁸ ↔≤⌐ ⌐ ⅜ ∂≡™╕∆⁹ 

⁸ * ⁸ √⌐ ≤⌂∫√ ─ │ ⇔≡

昭和 55(1980)年度 

10,499人 

令和元(2019)年度 

小学校児童数 

中学校生徒数 
昭和 61(1986)年度 

4,539人 

令和 7(2025)年度 

6,606人 

令和 11(2029)年度 

2,382人 
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イ 課題 

≤⇔≡⁸ ⌂ ╡∆═≡─ ≢ ⌂ ╩ ⅎ╢ ⅜№╢√╘⁸

⌐⅔™≡│⁸ ─ ⌐ ⌂ ה ╩ ⌐⇔⁸ ≤ ─ ⅎ

╩ ╘╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

 

( 5) 新たな教育的ニーズへの対応 

ア 現状 

( 2020) ╟╡ │ ( 2021) ≤⌂╢

⌐⅔™≡│⁸ ה ≢ ™ ┘*─ ⌐ ↑√ ⅜ ╘╠╣≡™╕∆⁹

╕√⁸ ⅜ ─ ≤⌂╢ ה ≤ ↑╠╣⁸ ─ ⌐

⅔™≡⁸ ⌐ *╩ ∆╢↓≤⅜ ↕╣≡™╕∆⁹ 

─ ⌐⅔™≡│⁸ ה ♩♇Ⱡכ♃fi▬ה №╠╝╢ ⅛╠─

╩ ⅛≈ ⌐ ℮ ╙ ∂╢↓≤⅛╠⁸ ─ ⁸Ɽ♁◖fi ─

№╡ ╩ ∆ ⅜№╢╒⅛⁸ ⌐≈™≡╙⁸ ⅛≈ ⌂ ⌐

≢⅝╢╟℮ ∆╢↓≤⅜ ╘╠╣╕∆⁹ 

⌐⅔™≡│⁸ ≤⌂╢ ─ ⌐ ∆╢√╘⁸ 29( 2017)

⌐ ⌐└╕╦╡ ╩ ⇔╕⇔√⁹ *╩ 29(2017)

⌐ ┼ ⇔⁸ ( 2020) ⅛╠│ ⌐ ⇔╕∆⁹ 

 

【図表８ 市立小中学校施設内の特別支援学級*等】 

障害種別 小学校 中学校 

知的障害 

ひまわり学級（第三小） 

むらさき学級（大野田小） 

けやき学級（境南小） 

群咲学級（第四中） 

難聴・言語障害 

（通級制） 
こだま学級（桜野小） 

エコールーム（第一中） 

（難聴のみ） 

肢体不自由 いぶき学級（大野田小） いぶき学級（第四中） 

情緒障害等 特別支援教室*（全校） 

 

イ 課題 

√⌂ ⌐☼כ♬ ≢⅝╢╟℮⁸ ⅔╟┘ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸

⌂ ⌐ ≢⅝╢ ⌐∆╢ ⅜№╡╕∆⁹╕√⁸ * ─ ╛

─ ⌂≥ ⌐ ─ ╩ ╕ⅎ⁸ ─ ╩ ℮ ⅜№╡╕∆⁹ 

╕√⁸▬fi◒ꜟכ◦Ⱪ ◦☻♥ⱶ*─ ⌐ ↑√ ╡ ╖≤⇔≡⁸ ─ ⌐

╦╠∏ ╙⅜ ⇔╛∆ↄ⁸ ┬↓≤⅜≢⅝╢╟℮⌐ * ─ ⅛

╠ ╩ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ ⌐≈™≡│⁸ ─ ─ ⌐│⁸

⌐ ≤⌂╢ ≤ ╩ ⇔⌂⅜╠ ╩ ╘╢ ⅜№╡╕∆⁹ 
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( 6) 学校施設を取り巻く環境の変化 

ア 現状 

≢│⁸ ─ ⅛╠─ ╛ ─ ⅜ ≢№╡⁸

⌐⅔™≡╙⁸ ⌐ ⅛╣√ ⅜ ╘╠╣≡™╕∆⁹ 

╕√⁸ ⌐╟╢ ┼─ ⌐ ⅎ⁸ ─ ⌐╟╢ ⁸ ─ ⌐

╟╡⁸ ≤⇔≡─ ─ ⅜ ╘╠╣≡™╢╒⅛⁸ ⅔╟┘ ≥╙─

⌐ ∆╢ ⅜ ╕╡⁸ ⌐⅔↑╢ ⁸ ─ ⅜ ╘╠╣≡™╕∆⁹ 

↕╠⌐⁸ ─ ─ ⌐╟╡⁸ ─ ≢№╢№∕═ⅎ*⁸↓≥╙

◒ꜝⱩ*─ ╙ ╘╠╣≡™╕∆⁹ 

*│ ─ ≢№╡⁸ ─ ⌐⅔™≡╙∕─ ⌐

↑√ ╡ ╖⅜ ╘╠╣╕∆⁹ 

 

イ 課題 

─ ─╒⅛⁸ ⁸ ⁸ ⱶכ♅⅜ *≤⇔≡ ⌐

≢⅝╢╟℮⁸ ╩ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

╕√⁸ ≢│ ⁸ *⁸ ⁸ ⁸ ≤⇔≡ ⌂

☻Ɑכ☻≤ ╩ ⌐⇔⁸ ⌐ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ ⌐≈™≡│⁸

≤⇔≡─ ⌐ ⅎ⁸ ─ ⁸ ─ ⅛╠ ⌐ ∆╢

⅜№╡╕∆⁹ 

№∕═ⅎ*⁸↓≥╙◒ꜝⱩ*│ ⅝ ⅝ ⌐ ∆╢↓≤≤⇔⁸ ⁸

⌐≈™≡─ ⅎ ╩ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

*─ ─ ≢╙⁸ │ ╩ ∆╢ ≢∆⁹ │⁸

─ ╛ ≤─ ╩ ⇔√ ≤∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

 

( 7) 建築上の制約条件の変化への対応 

ア 現状 

↕ *╛ *⌂≥⁸ ⌐ ↕╣√ ⌐╟╡⁸ ≤ ∂ ⁸

∂ ≢│ ⅜≢⅝⌂™ ⅜№╡╕∆⁹╕√⁸10Ɑכ☺o  ─

ₓ─≤⅔╡⁸ ─ ╩ ╕ⅎ⁸ ⌂ ╩ ↕∑√ ⁸ ─

─ ⅜ ╟╡ ⅝ↄ⌂╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

イ 課題 

╩ ⌐ ℮√╘─ ╩ ≢⅝⌂™ ⌐│⁸o ₓ─ᵑ ᵕ⌐

⇔√ ─ ⁸ ─ ╩ ℮ ⅜№╡╕∆⁹ 

╕√⁸ ╩ ה ⌐ ∆╢√╘⁸ ≈─ ─ ≢⁸ ⌐╟╡

⅜ ℮ │⁸ ─ ≤ ⌐ ─ ╩ ∆╢ ⅜№╢╒⅛⁸ ─ ⌐

─ ╩ ≡╢⌂≥⁸ ╩ ⌐ ⅎ⌂↑╣┌⌂╠⌂™ ⅜№╡╕∆⁹ 

 ↕╠⌐⁸ ⅜ ⅝ↄ ⇔√ ⌐│ ╩ ∆ ⅜ ∂╢

⅜№╡╕∆⁹   
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【図表９ 建築制限上の課題】 

 

 

 

  

10,379

212

9,850 40 3,940 80 7,880 12

11,370 60 6,822 100 11,370 12

13,045 50 6,523 80 10,436 12

9,710 70 6,797 180 17,478 15

15,051 70 10,536 200 30,102 23

11,482 50 5,741 80 9,186 12

10,714 80 8,571 200 21,428 23

9,987 70 6,991 100 9,987 12

12,620 50 6,310 80 10,096 12

12,176 70 8,523 200 24,352 20

15,335 80 12,268 200 30,670 17

15,024 70 10,517 200 30,048 15

19,996 80 15,997 200 39,992 23

16,764

2,795

10,392 50 5,196 80 8,314 12

97.14 18,999 12

*

52.85 10,337

27,400 1513,700

23

70 9,590

80 11,354 200 28,384

200

14,192

1211,01550.6 5,359 104

*
*

*

*

*

*
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* * *

*/
*

*
*

2,874 2,044

8,591 2,148 3/1 6,474 -711 1,229

8,687 2,172 3/1 7,092 2,683 2,106

8,301 2,075 3/1 7,367 2,135 3,603

10,306 2,577 3/1 6,620 7,172 514

11,937 2,387 4/1 7,342 18,165 5,322

15,964 4,480

8,118 2,030 3/1 7,132 1,068 2,321

7,899 1,580 4/1 6,547 13,529 2,587

10,299 2,575 3/1 6,611 -312 801

8,115 2,029 3/1 7,438 1,981 3,153

12,724 2,545 4/1 6,893 11,628 2,738

9,406 2,352 3/1 10,421 21,264 2,563

8,437 2,109 3/1 10,195 21,611 2,720

9,565 1,913 4/1 10,983 30,427 7,100

7,646 1,912 3/1 9,414 668 -934

 

10,874 10,752 5,9358,247 2,749 3/0

7,709

12,420 2,484 4/1 7,228

19,691 1,9971,927 3/1 9,776

2,035 3/1 6,5128,141

*
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( 8) ファシリティマネジメントに基づく計画、維持管理 

ア 現状 

≢│⁸ⱨ□◦ꜞ♥▫ⱴⱠ☺ⱷfi♩*─ ⅎ ⌐ ≠⅝⁸ ─ ⌐≈

™≡⁸ 17( 2005) ╟╡ * ה ╩ ⇔⁸↕╠⌐

⌂ ה ╩ ⅛≈ ⌐ ℮√╘⁸ 28( 2016) ⌐a

*ₑ╩ ⇔╕⇔√⁹ 

≢ ↕╣╢≤⅔╡⁸ ⌂◖fi◒ꜞכ♩─ *⅜ 65 ≤↕╣≡™╢↓

≤⁸◖fi◒ꜞכ♩─ * ⅛╠ ∆╢≤ 60 ≢ ─ ⅜ ╕╢↓≤⁸

ₐ ─ ⌐ ∆╢ ⅎ ₑ⌐⅔↑╢ ⅜ 60

≢№╢↓≤⅔╟┘ ─ ╙ ⇔⁸ │ 60 ≢─ ╩ ≤

⇔╕∆⁹ 

 

イ 課題 

ₐ *ₑ─ ≤⇔≡⁸∕─ ≢№╢

⌂ ⌐ ↑√ ─ ה ⅔╟┘ ╛ ⌐ ╣√

─ ⌐ ∆╢ ≤∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

⌐│⁸ ⅔╟┘ ⌐ ∫√℮ⅎ≢⁸ ⌂ ─ ⁸

─ ─ ⅔╟┘ ─ ≤≤╙⌐⁸ ─ ⌐╟╢ ─

⅔╟┘ ─ ⌐№╦∑√ ה* *╩ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

╕√⁸ ╕≢─ ⅔╟┘ ─ ™∏╣⌐≈™≡╙⁸ *─ ⅎ ⌐

≠⅝⁸ ⌂ ╩ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 
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第３章 学校施設整備にあたっての考え方 

 
１ これからの武蔵野市の学校教育に求められる目標と施策の基本

的な方向性 
╩ ⇔≡⁸ ה ⌐ ⌐ ∂√ ╩ ╘⁸ ─

≢ ─ ╩ √⇔⌂⅜╠⁸ ╩ ╘⁸ ╠⇔™ ⅝ ╩ ∆╢ ╩

⇔╕∆⁹ 

₈ ₉⌐≈™≡│⁸ ה ─ ╛ ─ ⌐ ╩ ™√ ה

╩╙∫√ ╩ ⇔≡⁸ ≥╙√∟⌐ ┬ ╩ ╖⁸ ⌐ ╛ ╩╙∫≡

ↄ ╪≢™↑╢ ╩ ╖╕∆⁹ 

₈ ₉⌐≈™≡│⁸ ─ ₁─ ╩ ↑⌂⅜╠⁸ ╛ ─ ⌐ ╩

⅔™√ ╩ ⇔≡⁸ ─ ╩ ╘⁸ ┼─ ™╛╡─ ╩╙≈ ≥╙√

∟╩ ≡╕∆⁹╕√⁸ ─ ≤⇔≡─ ╩╙∟⁸ ╩ ╘⌂⅜╠ ─

╛ ╩╙∫≡ ≢⅝╢ ╩ ≡╕∆⁹ 

₈ ₉⌐≈™≡│⁸ ≤ ─ ≠ↄ╡╛ ─ ⌐ ╩ ™√ ╩

⇔≡⁸ ⌐╦√∫≡ ─ ╛⁸ ╩ ∆╢√╘─ ╩ ™╕∆⁹

⌐⁸ ─ ☻ⱳכ♠ *╩ ╘╕∆⁹ 

╕√⁸ ╩ ∆╢ ≥╙┼─ ⌂ ╩│∂╘⁸ ≥╙─ ─ ╛

◖Ⱶꜙ♬♥▫─ ≤™℮ ⌐ ∫≡⁸ ≤ ╛ ─ ₁⅜ ╩ ╦∑≡

≥╙√∟─ ∟╛ ┘╩ ∆╢ ╩╟╡ ⅛⌂╙─≤⇔╕∆⁹∕─√╘⁸

₈ ≥╙─ ─ ₉⌐ ╡ ℮↓≤⅜≢⅝╢⁸ ⌂ ─ ≤⇔≡─

≠ↄ╡╩ ⇔╕∆⁹ 

↓─╟℮⌂ ─╙≤⁸ ≢│ ( 2020)

( 2024) ─ ─ ⌂ ╩ ⇔≡™╕∆⁹ 

│⁸₈ ╠ ╩ ╡ ⅝⁸ ⌂ ≤ ⇔≡╟╡╟™ ─ ╡ ≤

⌂╢ ╩ ╗₉≢⁸↓─╟℮⌂ ╩ ≥╙√∟⌐ ∆╢√╘⁸ ╕≢╙ ⌐⇔≡⅝

√₈ ⅝╢ ₉╩ ╗ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ≥╙√∟⅜ ₁⌂ ⌐

⌐ ⅝ ™⁸ ≤ ⇔≡ ╩ ⇔≡™ↄ ⌂≥╩ ⌐ ⌐ ↑╠╣╢╟℮⁸

╩ ⇔╕∆⁹ 

↓─ ─╙≤⁸ ─ ⌂ ⅎ ≤⇔≡ ╩ →≡™╕∆⁹ 

 

(1) これからの時代に求められる資質・能力を育む教育 

≥╙√∟⅜ ⌐⁸ ⌐⁸ ↄ ┬↓≤⌐╟∫≡ ╩ ╛ ─

╡ ≤ ┘≈↑≡ ⇔√╡ ⌐╦√∫≡ ⌐ ┘ ↑√╡∆╢√╘⌐

⌂ ╩ ╗ ╩ ⇔╕∆⁹╕√⁸ ה ה ╩ ∆╢√╘⁸

≤╙ ⇔≡™⅝╕∆⁹ 

≥╙√∟⅜≥─╟℮⌂ ╛ ╩ ∆╢⅛⌐⅛⅛╦╠∏⁸╕√⁸≥─╟℮⌂
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≢ ⇔╟℮≤╙⁸ ╩ ⅝⌐ ↑ ╘⁸ ⌂╠≢│─ ╩ ⅛∑≡⁸

╛ ╩╟╡ ⅛⌂╙─⌐⇔≡™↑╢╟℮⁸ ⌂ ה ╩ ╖╕∆⁹ 

 

(2)  自信を高め、意欲を育む教育 

 ≥╙√∟ ⅜⁸ ─╟↕╛ ╩ ⇔≡₈ ╠⇔↕₉╩ ℮↓≤

⌂ↄ⁸ ╠─ ─ ⌐ ↑≡ ⇔⁸ ≢⅝╢ ─ ≢⁸ ╠─ ╩

≢⅝╢╟℮⌐ ╛ ╩ ╘╢ ╩ ⇔╕∆⁹ 

 

(3) 多様性を生かす教育 

 ₁⌂ ╩╙≈ ≥╙√∟⅜ ⌐ ┬ │⁸↓╣⅛╠─ ─ ≤⇔

≡ ⅛∑⌂™⁸ ™─╟↕╩ ⅛⇔≡ ∆╢ ╛ ⇔↕⁸ ™╛╡⌂≥─ ╩

ↄ ╗↓≤⅜≢⅝╢ ╖╩╙∫≡™╕∆⁹ 

↓─ ─ ╖╩ ⅛⇔⁸ ⌂ ≤ ⇔⌂⅜╠⁸ ⅎ─⌂™ ⌐ ⇔≡

╛ ╩ ™∞∆ ╩ ≡╢ ⁸╟╡╟™ ╩ ∫≡™ↄ√╘─ ╩

⅛∆ ╩ ╘╕∆⁹ 

 

(4) 学校・家庭・地域が相互に連携、協働した教育 

 ╛ ⅜ ℮═⅝ ╩ ⌐∆╢≤≤╙⌐⁸PTA╛ ─ ⌐╙

⇔⌂⅜╠⁸ ה ה ⅜∕╣∙╣─ ╩ ⌐ √⇔⁸ ∂ ⌐

⅛∫≡ ╡ ╘╢╟℮⁸ ─ ╩ ⌐ ╡⁸ ה ⇔√ ╩ ╘╕

∆⁹ 

 

 

２ 学校施設整備に向けた考え方 

( 1) 学習や教育の変化に対応し、主体的・対話的な学びができる施設 

ア 多様な学習形態を可能とする教室・教室まわり 

⌐≈™≡│⁸ ⌂ ה ⅔╟┘ ─ ⌂

╩ ⇔⁸ ⅛⌂ ╩ ≢⅝╢ ≤⇔≡ ⇔╕∆⁹ 

╩⁸ ⌐╟╢ ◓fi♅כ▫♥ⱶכ♅⁸⌐ ⌐╟╢

⌐╟╢ ⁸ ⁸ ה ⌐╟╢ ⱪכꜟ◓⁸

─ ⅔╟┘ ─ ─ ⌂≥⌐ ∆╢√╘─ ⱷ♦▫

▪ ⅜ ≢⅝╢ ⌂ ≤⇔≡ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ─ ⌂ ╛

⌐╟╢ ≢ ≢⅝╢ ╩⁸ ≤ ⇔╛∆™ ⌐

⇔╕∆⁹ 

 

イ 主体的な学習活動を支援するラーニング・コモンズ*の整備 

⌂ ╩ ∆╢ ╩*☼fi⸗◖ה◓fi♬כꜝ⁸≡⇔≥ ⇔╕∆⁹ 

*☼fi⸗◖ה◓fi♬כꜝ ⌐│ ─ ─╒⅛⁸Ɽ♁◖fi ─ ≤
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⇔≡⁸ * ╩ ∫√ ⅜≢⅝╢ * ⅔╟┘ ≢─ ═

⌐ ⇔√╡⁸ ⌐ ≢⅝╢ ╩ ⇔╕∆⁹ 

⁸ * ⁸ ⱷ♦▫▪∕─ ⌐ ⌂ ╩ ⇔⁸

₁⌂ ╩ ≢⅝╢ ≤⇔√℮ⅎ≢⁸ ∕╣∙╣─ ⌐ ∂√

⅜≢⅝╢╟℮⁸ ╩ √∑√ ≤⇔╕∆⁹╕√⁸ ─ ⌐

⅔™≡ ⌐ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢╟℮⁸ ─⇔╛∆↕╩ ⇔⁸ ─

─ ⌂ ⌐ ⇔╕∆⁹ 

 

ウ ＩＣＴ*環境の充実 

─ ⌂ ╩ ⅎ⁸ ─ ╛⁸ ╙ ╘

√ ─ ↄ ≤⇔≡─ ─√╘⁸ * ╩ ⌐ ⇔╕∆⁹ 

 

エ 教科教育の充実のための特別教室・特別教室まわり 

─ ─ ⌂≥ ⌂ ┼─ *☼fi⸗◖ה◓fi♬כꜝ┘╟⅔

≤─ ╩ ⇔ ⇔╕∆⁹╕√⁸ ⁸ ⁸ ─ ⌐ ⌂ ⁸

╩ ⌐ ≢⅝╢╟℮ ╩ ⇔╕∆⁹ 

 

オ 学校環境の変化に柔軟に対応できる施設計画 

─ ─ ╛ ה ─ ⌐ ⌐ ∆╢↓≤⅜≢⅝

╢╟℮⁸☻◔ꜟ♩fiה▬fiⱨ▫ꜟ*≤∆╢╒⅛⁸ ⌐≈™≡⁸ ≢╙

⅜≢⅝╢╟℮ ⇔╕∆⁹ 

 

カ インクルーシブ教育システム*構築に資する施設 

└≤╡─ ╩☼כ♬ ╕ⅎ√ ה ─ ╩ ⇔√ ≤⇔≡⁸

Ᵽꜞ▪ⱨꜞכ* ╛ꜚ♬Ᵽכ◘ꜟ♦◙▬fi*─ ∞↑≢⌂ↄ⁸ ─ ⌐⅛⅛

╦╠∏ ₁─ ⌐☼כ♬ ∂⁸ ⅛≈ ⌐ ┬↓≤⅜≢⅝╢ ≤⌂╢╟

℮ ⇔╕∆⁹ 

 

 

( 2) 安全でゆとりのある施設 

ア ゆとりと潤いのある生活の場 

─ ─ ה ≤⇔≡╝≤╡≤ ™─№╢ ≤∆╢√╘⁸

─ ⁸ ⁸ ╩ ⇔⁸ ⌂ ╙ ╘≡ ╩

⇔╕∆⁹ ⌐⁸ ╙╝≤╡╩ ∫≡ ≢⅝╢╟℮⁸ ⌐ ⇔⁸ ⌂

╩ ⇔╕∆⁹ 

 

イ 健康に配慮した計画 

─ ≤ ─ ╩ ⅎ⁸ ─ ╩ ∆╢√╘⁸a

ₑ⌐ ≠ↄ ⅔╟┘ ⁸ ⁸ ⌐ ⇔╕∆⁹╕√⁸
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─ ↄ ≤⇔≡─ ⌐ ⇔√ ≤⇔╕∆⁹ 

⁸ ╩ ∫√ ─ ה ╩ ⌐ ⇔⁸ ╩ ∆╢

─ ⅜ ≢№╢↓≤╩ ⇔√℮ⅎ≢ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸

⁸ │⁸ ╩ ∆╢ ─ ⅜⌂™⁸ ⇔ↄ│ ⌂™

╩ ⇔╕∆⁹ 

 

ウ 体力向上のための十分な運動用空間の確保 

─ ╩ ∆╢√╘⁸ ⅔╟┘ ─ ╙ ⌐ ╣⁸

⌂ ╩ ⇔╕∆⁹ 

 

エ 自然災害に対する安全性の確保 

⅛╠ ─ ╩ ╡⁸ ╛ ─ ╩ ⌐≤≥╘⁸

─ ─ ╩ ≤∆╢√╘⁸ *╙ ╘⁸ ⌂

╩ √∑╢≤≤╙⌐⁸ ה ─ ╙ ⇔⁸ ─ ╩ ⇔╕∆⁹ 

 

オ 安全・防犯への対応 

⌐№╢ ≡─ ה ⌐≈™≡⁸ ─ ⌂ ╩ ⇔ ⌂

╩ ⇔╕∆⁹ ⌐⁸ ─ ╩ ∆╢ ⁸ ─ ╡

⌂≥ │ ╩ ⇔√ ⅛╡╛∆™ ≤⇔╕∆⁹ 

┼─ ╡╩ ≢⅝╢╟℮ ╛ ⅔╟┘ ⅛╠─ ⇔╩

⇔⁸ ה ◌ⱷꜝה ─ ╩ ™√ ─ ╩ ∆

╢↓≤⅜≢⅝╢ ≤∆╢≤≤╙⌐⁸ ─ ⅜ ≤⌂╢╟℮ ⅔

╟┘ ⌐ ≢⅝╢ ◦☻♥ⱶ ╩ ⇔╕∆⁹ 

↕╠⌐⁸ ╛ ≤ ╩ ⌡√℮ⅎ≢ ╛ ─ ⌐ ∂√

⅔╟┘ ╩ ⇔╕∆⁹ 

 

カ バリアフリー*な施設 

≡─ ⁸ ⅜ ⅛≈ ⌐ ╩ ╢↓≤⅜≢⅝╢╟℮⌐⁸

ⱪ⁸כ꜡☻ ∆╡⁸♩▬꜠⁸ ⁸◄꜠ⱬכ♃כ ─ ⌐ ⇔√Ᵽꜞ▪ⱨꜞ

⌂*כ ≤⇔≡ ⇔╕∆⁹ 

╕√⁸ ─ ┼─ ─ ╣⁸ ⌐╟╢ ─ ≤⇔

≡─ ⁸ ─ ≤⇔≡─ ╙ ╕ⅎ⁸ꜚ♬Ᵽכ◘ꜟ♦◙▬fi*─

╛⁸ ─ ≡─ ⌐ ♩▬꜠*╩ ∆╢⌂≥⁸ ⌂ ₁⅜ ∆╢

↓≤╩ ⇔ ⇔╕∆⁹ 

 

キ 環境との共生 

─ ⁸ ≢─ ⁸ ─ ≤⇔≡─ ─ ⁸

₁⌂ ╩ ⇔√℮ⅎ≢⁸ ─ ⌐ ╦∑√ ╩ ⇔⁸ ≤─

╩ ╡╕∆⁹ 
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ク 自校調理施設の整備 

⌐⅔↑╢ ─ ─√╘⁸ ⌐№╦∑ ┼─ ─

╩ ╘╕∆⁹ 

 

ケ カウンセリングの充実のための施設 

⁸ *⁸ ─√╘─ ☻Ɑכ☻ ⌐≈™≡│⁸◌►fi☿

ꜞfi◓─ ╩ ⌐ ⇔ ⇔╕∆⁹ 

 

 

( 3) 地域のつながりを育てる施設 

ア 学校・家庭・地域の連携・協働を支える施設 

⁸ ⅜ ─ ╛ ╩ ∆╢ ⌂≥⌐≈™≡⁸

≤ ה ⱶכ♅⁸⇔ *≤⇔≡ ⌐ ≢⅝╢╟℮⁸ ⌂ ╩ ⇔

╕∆⁹ 

 

イ 地域における児童福祉の場となる施設  

№∕═ⅎ*⁸↓≥╙◒ꜝⱩ*│ ⌐ ⇔╕∆⁹ ≤─ ╩ ∆╢

↓≤╩ ⇔ ╩ ⇔╕∆⁹ 

 

ウ 地域の避難所となる施設 

⅔╟┘ ╩ ⌐ ⇔╕∆⁹ 

⁸ *⁸ⱪ⁸ꜟכ ⁸ ⁸

─╖ │⁸ ⌐ ↕╣╢ ≤⇔≡ ⌂

╩ √⇔⁸ ⁸ ⁸ ─ ─ ⁸⅔╟┘ ─ ⅝ ⇔

─ ╙ ⇔ ╩ ⇔╕∆⁹⌂⅔⁸ ─ │⁸ ─ ⌐ ∂⁸

⌂ ╡ ∆╢╙─≤⇔╕∆⁹ 

╕√⁸ ─ ⅜ ≤⌂╢╟℮ ⇔╕∆⁹ 

 

エ 複合化*への対応 

─ *⌐≈™≡│⁸ ─ ⅔╟┘ ╩ ╖⁸

↔≤⌐ ╩ ™╕∆⁹ ⌐№√∫≡│⁸ ─ ™ ─ ⁸≤™℮

─ ╩ ╕ⅎ√℮ⅎ≢⁸ ≤─ ⅔╟┘ ─ ⅛╠ ™⁸

≤ ╩ ⌐ ⇔⁸ ┼─ ⅜⅛⅛╠⌂™↓≤╩

≤⇔╕∆⁹ 

╕√⁸ ⌐ ⅜ ⇔√ ⌐⁸↕╠⌂╢ *⌐ ≢⅝╢╟℮⁸☻

◔ꜟ♩fiה▬fiⱨ▫ꜟ*─ ╩ ╡ ╣╕∆⁹ 
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オ 学校開放（多機能化*）のための施設環境の整備 

⁸ *⁸ⱪ⁸ꜟכ ⁸ │⁸

╟╡ ╩ ⇔⁸ ╩ ⇔ ╩ ⇔√℮ⅎ≢⁸ ⅜

⌐ ≢⅝╢╟℮⁸ ₁⌂ ⌐ ⇔√⁸ ⁸ ⁸ ≢ ⇔╛∆

™ ≤⇔╕∆⁹ ⌐⁸ ╩ ⇔⁸ ≤─ ╩ ∆╢⌂≥⁸

─ ≤ ⅜ ™╛∆™ ≤⌂╢╟℮ ⇔╕∆⁹ 

 

カ 地域に調和し愛される施設 

⌐⅔↑╢ ≤⌂╢ ≤⇔≡⁸ ─ ⅔╟┘ ⁸ ⁸ ≤

⇔⁸ ה ─ ⅛╠ ↄ ↕╣╢ ≤⌂╢╟℮⁸ * ╩

*⌐∆╢⌂≥⁸ ⌐╦√╡ ⌂ ≤⇔≡ ⇔╕∆⁹ 

 

 

 (4) 学校施設の機能・性能の維持・向上 

─ ⌐ ╦∑≡⁸ ⅜ ≤∆╢ ─ ה ╩ √∆

│⁸ *∞↑≢│™∏╣ ⌐⌂╡╕∆⁹╕√⁸ Ɑכ☺ₒ  

ₓ─≤⅔╡⁸ ─ ─ 77 ⅜⁸ *─ ─ ≤↕╣╢

45 ₐ *─ ⅝ₑ╟╡ ╩ ⅎ╢ ╩ ⇔≡™╕

∆⁹↓─√╘⁸ ╙ ⇔√℮ⅎ≢⁸↕╠⌂╢ *≢│⌂ↄ⁸

│ 60 ╕≢≤⇔⁸ 60 ╩ ⌐ ╩⇔╕∆⁹ 

─ ⌐≈™≡⁸ │ *─ ⅎ ⌐ ∫≡ ה ╩

⇔≡™╕∆⁹ ⌐│⁸ ⅜ ↔≤⌐ ∆═≡─ ╩

⇔⁸∕─ ╩╙≤⌐ ≤ ╩ ╦∑≡ ∫≡™╕∆⁹ 

 

【図表 10 保全部位（建物の根幹となる部位・機器）】 

 

 

⌐ ╢╕≢─ ⁸⅔╟┘ ─ ⁸™∏╣⌐≈™≡╙⁸ ╩ ⌂

⌐ ≈√╘⁸ ─≤⅔╡ ╩ ⇔╕∆⁹↕╠⌐ ⌐│⁸ ─ ╩

≤⇔≡⁸↓╣╕≢ ∫≡⅝√ ה ⌐⁸ ╩ ╘╢ ╛ ╩

≈√╘─ ─ ╙ ⅎ√ₐ ה *ₑ╩ ╘⁸ ≤─ ╩

╢↓≤≢╟╡ ⌂ ╩ ™╕∆⁹ 
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【図表 11 老朽化対策の比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表 12 改築と長寿命化改修*の比較】 

視点 
改築 

（60年使用） 

長寿命化改修* 

（80年使用） 

時代の変化への対応

（機能的更新） 
容易 困難 【図表 13】 

工事の期間 長い（約２年） 長い（長期休業日と学期中） 

廃棄物 多い 少ない 

長期的費用 差異なし※ 

β 2020 2119 ⁸100  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表 13 長寿命化改修*では困難な機能的更新（例）】 

教育効果 
柱や構造壁の位置を変えることができないため、ニーズに応じた諸室の変更

ができない 

ゾーニング* 
諸室の配置を変えることが難しいため、非効率な配置を是正できないほか、

管理区分を明確に分けることができない 

バリアフリー* エレベーター設置等、現在必要な機能を満たすことができない場合がある 

法適合 防火区画*等、既存不適格*の改善が難しい 

武蔵野市 一般例 

─ ₈ 60

≢ ₉≤⁸

⅜ ≤

⇔≡ ∆₈ 40

⌐ *

⇔⁸ 80 ≢

₉─ ⌐≈™

≡⁸ ⌐⅛⅛

╢ *─

─  
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第４章 計画・設計の具体的事項  

１ 施設規模  

(1) 普通教室 

№√╡─ ╩ 68 ⁸ 76 ≤⇔⁸ ─

≤⇔≡₈◖ⱴ₉≤ ⇔╕∆⁹ 

 

【図表 14 普通教室レイアウトシミュレーション】 

 小学校                  中学校 

 

 

 

( 2)  面積  

∆╢ ─ ⌐│⁸ ≢ ∆◖ⱴ ה ╩ ⌐⁸

⌐ ╕╣╢ ─ ה ╩ ⇔⁸ ⇔╕∆⁹ 

 

(3)  校舎（諸室面積基準） 

点線：現在の本市の学校の標準的な教室サイズ 

小学校 60㎡（7.5m×8.0m）、中学校 64㎡ 8.0m×8.0m） 

諸室名 コマ数／室

普通教室 1.00 児童数に応じた室数を確保する

習熟度別学習室 1.00 各校２室

理科室 2.00
準備室含む
授業数に応じた室数を確保する

音楽室 3.00
準備室、楽器保管庫含む
授業数に応じた室数を確保する(小学１～
２年の授業数は不算入)

家庭科室 2.00 準備室含む

技術室 2.00 準備室含む

図工室・美術室 2.00
準備室、作品保管庫含む
授業数に応じた室数を確保する(小学１～
２年の授業数は不算入)

普通
教室

特
別
教
室
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( 4)  校舎以外 

諸室名 コマ数／室

教育相談室* 0.50

進路指導室（中学のみ） 0.50

ＩＣＴ*学習室 1.00 保管庫含む

学校図書館
準備室含む
学級数に応じた規模とする

多目的室（ﾗｰﾆﾝｸﾞ・ｺﾓﾝｽﾞ*内）1.00

職員室
（固定席数＋兼用席数）×５㎡を確保する
休憩スペースを含む

事務室 0.50

校長室 0.50

用務員室 0.50 倉庫、作業スペースを含む

保健室 1.00

印刷室 0.50

倉庫・教材室 0.50 教材室６学級ごと１室＋倉庫１室

職員更衣室
各校２室
学級数に応じた規模とする

放送室 0.50

会議室 1.00

応接室 0.50

配膳室 0.50 配膳が必要な各階に１室

多目的室 2.00 各校２室

児童会・生徒会室 0.50

児童生徒用更衣室 0.50 各校２室

特別支援教室* （ﾌﾟﾚｲﾙｰﾑ）0.50

特別支援教室* （指導教室） 児童数に応じた面積を確保する

個別支援教室* （小学校のみ） 0.50

給食調理室 （小学校のみ） 児童数×0.6㎡を目安とする

多目的室（開放用） 2.00 各校１室

ＰＴＡ・青少協室 1.00 倉庫含む

開放管理室 0.25

あそべえ* （小学校のみ） 利用者数に応じた規模とする

こどもクラブ* （小学校のみ） 1.00 入会数×1.65㎡で必要な室数を確保する

特別支援学級*の関連諸室については、個別に検討を行う

（

開
放
）
地域
子ど
も館

*
共用部 （廊下、階段、トイレ、昇降口等） 床面積全体の40％以下とする

ﾗｰﾆﾝ
ｸﾞ･ｺ
ﾓﾝｽﾞ

*

管
理
諸
室

そ
の
他
（

学
校
）

施設名

校庭

プール

屋内運動場*

防
災

・１校あたり25m×12m（６コース）程度とする

・義務教育諸学校等の施設費の国庫負担等に関する法
律施行令に示された学級数に応じた必要面積とする
・アリーナ１面あたり２展開の授業が可能な規模を確
保する

規模

学
校
教
育

・50m以上の直線走路を確保する
・トラック周囲、小学校120m以上、中学校150m以上を
確保する
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２ 施設の配置と整備方針 

( 1) 共通事項 

 

  

分類 整備方針

学校の適正規模

・小学校：各学年概ね30人以上
・中学校：各学年２学級以上かつ各学級概ね30人以上
・小学校は６学年６学級、中学校は３学年６学級以下になることが
見込まれる場合に対策を検討する

標準的な仕様・
コスト

・施設規模の縮減、建築単価の抑制に努める
・可能な限り仮設校舎を要しない計画とする
・整備水準は原則として東京都『公共施設整備の基本指針』および
『標準建物予算単価』に沿うものとする
・国・東京都の交付金・補助金を積極的に活用する
・敷地形状や建築制限等を考慮の上、保守費が過大とならない計画
とする

環境性能

・東京都『省エネ・再エネ東京仕様*』において原則導入とされる
省エネ・再エネメニューを整備する
・その他の技術については『武蔵野市建築物環境配慮指針』や今後
設定される『武蔵野市の公共施設の環境配慮基準』に沿って個別協
議により決定する
・ライフサイクルコストが適正となるよう、建物全体のエネルギー
を適切に選定する
・国の補助メニュー「エコスクール・プラス*」を参考に、イニ
シャルコスト、ランニングコスト、教育面の効果等を総合的に考慮
し、学校ごとに導入可能な項目を個別に検討する
・多摩産木材、エコセメントの活用に努める
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(2)  個別事項 

 
 

諸室名 配置 空間構成・仕様等

普通教室

・各学年をまとまった配置とする
・快適な環境を確保することを前提に、最良
の向きを選ぶ
・小学校低学年児童教室は校庭に行き来しや
すく、安全性等にも配慮した位置とする

・収納スペースを十分に確保する

習熟度別学習室
・普通教室への転用および間仕切りによる分割が
可能な仕様とする

理科室
・直射日光の得られる屋外作業空間と連続し
た配置を検討する

音楽室
・楽器を屋内運動場もしくは外部へ搬出する
ことを想定し、配置する

家庭科室
・施設開放、行事および災害時の炊出しでの
利用を想定した配置とする

技術室
図工室・美術室

教育相談室*
・保健室と近接させる
・周囲に気兼ねせず出入りできる配置とする

進路指導室（中学のみ） ・周囲に気兼ねせず出入りできる配置とする

ＩＣＴ*学習室

学校図書館

多目的室（ﾗｰﾆﾝｸﾞ・ｺﾓﾝｽﾞ*内）

・ＩＣＴ*学習室、学校図書館、多目的室の各々
の機能を、別の学級が同時に使用できるよう、間
仕切り、遮音等に配慮する
・小学校には、低学年用読み聞かせスペースを整
備する
・中学校には、個人学習が可能な自習スペースを
整備する

・ＩＣＴ*学習室、学校図書館、多目的室を一
体として配置する
・全ての学年が利用しやすい場所に配置する
・小学校は、あそべえ*への開放を想定した配
置とする

普
通
教
室

特
別
教
室

ﾗｰﾆﾝ
ｸﾞ･ｺ
ﾓﾝｽﾞ

*
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諸室名 配置 空間構成・仕様等

職員室

・校庭から直接出入りできるよう、原則とし
て１階に設置する
・校庭全体を見渡すことができるよう配置す
る
・校長室と接続させる

・執務スペースとしての基本的な機能および安全
衛生に配慮し整備する
・物品および文書を適切に管理するための収納ス
ペースを確保する
・個人情報を集中して管理することができるよ
う、十分な鍵付収納庫を確保する
・全ての教員、特別支援教育関係職員、支援人
材、地域子ども館*館長が執務し、情報共有やコ
ミュニケーションを図ることができる環境とする
・打合せスペース、休憩スペース、給湯スペース
を設置する
・チーム学校*の円滑な運営と、セキュリティの
確保を両立できるよう配慮したレイアウトとする
・児童生徒応対用のカウンターを設置する
・将来的な面積の拡大・縮小の可能性に柔軟に対
応できるよう計画する

事務室
・来客の受付を行うため、来客用昇降口に隣
接または正面に配置する

校長室 ・職員室と接続させる

用務員室 ・校長室、事務室と近接させる

保健室

・校庭から直接出入りでき、緊急車両がアク
セスしやすい場所に配置する
・教育相談室*と近接させる
・管理諸室との連携に配慮する

印刷室
・人の出入りを管理しやすいよう、職員室か
ら見通しの良い位置に配置する

倉庫・教材室
職員更衣室

放送室 ・職員室と一体または近接させる

会議室

応接室 ・校長室と隣接、または正面に配置する

配膳室
・中学校の１階配膳室は搬入車両が出入りし
やすい配置とする
・搬入口と児童生徒の動線を分離する

管
理
諸
室
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諸室名 配置 空間構成・仕様等

多目的室

・小学校では生活科室を兼ねる
・ラーニング・コモンズ*の機能の一部を兼ねる
ことができるよう、必要な設備を設置する
・ホール、オープンスペース*、視聴覚室の機能
の一部を代替する

児童会・生徒会室

児童生徒用更衣室

特別支援教室* （ﾌﾟﾚｲﾙｰﾑ）・周囲に気兼ねせず出入りできる配置とする

特別支援教室*
（指導教室）

・小学校は個別支援教室*と隣接させる
・周囲に気兼ねせず出入りできる配置とする

個別支援教室*
（小学校のみ）

・特別支援教室*と隣接させる
・周囲に気兼ねせず出入りできる配置とする

給食調理室
（小学校のみ）

・搬入車両が出入りしやすい配置とする
・搬入口と児童生徒の動線を分離する
・災害時の炊出しでの利用を想定した配置と
する

・文部科学省『学校給食衛生管理の基準』に従
い、整備する

多目的室（開放用） ・避難所としての利用を想定した配置とする

・ランチルーム*、和室、ラウンジ*機能を兼用す
る
・災害時に避難所の一部（思いやりルーム*）と
して使用することを想定し、必要な機能を整備す
る

ＰＴＡ・青少協室
開放管理室

あそべえ*
（小学校のみ）

こどもクラブ*
（小学校のみ）

・昇降口は、可能な限りＧＬ（グランドライ
ン）からの高低差がないよう配置する
・授業で使用する教室がある階には必ずトイ
レを設置する

・昇降口は１コマあたり９学級分までを目安とす
る
・原則として、和便器は設置しない
・多目的トイレ*を各階１カ所以上設置する

特別支援学級*の関連諸室については、個別に検討を行う

・あそべえ*、こどもクラブ*は隣接させる
・学校と管理区分を分けることができるよう
配置する
・校庭から直接出入りできる配置とする
・屋内運動場*、学校図書館と連絡の良い位置
に配置する
・校内トイレにアクセスしやすいよう配置す
る

そ
の
他
（

学
校
）

（

開
放
）

地
域
子
ど
も
館
*

共用部
（廊下、階段、トイレ、昇降口等）
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施設名 配置 空間構成・仕様等

校庭

・日影規制*、斜線制限*や仮設校舎回避など
の観点から、必要な機能を確保することを前
提に、従来と同様の南側への配置のほか、北
側への配置も検討する
・緊急時の車両の出入りおよび災害時の活動
がしやすいよう校門の位置も含め、計画する

・必置とする設備は、体育倉庫、うんてい（小学
校のみ）、鉄棒、砂場とする
・備蓄倉庫とは別に、防災倉庫を校庭に設置する
・土舗装と合わせ、全天候型の舗装（ウレタン、
ゴムチップ等）も検討する
・小学校の学級園を校庭に設置できない場合は、
屋上への設置を検討する
・小学校のビオトープ*は、敷地内での設置が不
可能な場合は、生物多様性や環境学習に関する教
材について個別に検討する

プール

・原則として全校に設置するが、校地の条件
により、学校外施設の活用、複数校での共同
利用および地域住民との共同利用（複合化*・
多機能化*）を検討する
・屋外プールは、近隣や他教室に対する騒音
および外部からの視線を考慮し、配置する

・消防水利としての吸水を可能とする

屋内運動場*
・避難所利用を想定し、安全かつバリアフ
リー*であることを前提とし、配置する

・武道場の機能は、屋内運動場*のアリーナで兼
用する
・避難所利用を想定した温熱環境を確保し、男女
別のトイレ、更衣室を設置する

防災倉庫

備蓄倉庫

防
災

・車両が寄り付くことができる場所に設置す
る
・避難所となる屋内運動場*との連携に考慮
し、配置する

学
校
教
育
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(3)  管理区分 

─ ╩ ↕∑⁸ ╩ ↑╢↓≤⅜≢⅝╢╟℮⁸ כ♂⌐≥↔

♬fi◓*╩⇔√℮ⅎ≢⁸ ─ ה ⌐ ⇔⁸╕≤╕∫√ ≤∆╢↓≤

╩ ≤⇔╕∆⁹ 

 

【図表 15 ゾーニング*】 

学校管理 地域子ども館*管理  開放担当管理 

教室ゾーン 管理ゾーン 保健・支援ゾーン 放課後ゾーン（小） 開放ゾーン 

普通教室 

習熟度別学習教室 

特別支援学級*  

（知的障害・肢体

不自由） 

学校図書館 

（ﾗｰﾆﾝｸﾞ･ｺﾓﾝｽﾞ*

内） 

多目的室（ﾗｰﾆﾝ

ｸﾞ･ｺﾓﾝｽﾞ*内） 

ＩＣＴ*学習室（ﾗ

ｰﾆﾝｸﾞ･ｺﾓﾝｽﾞ*内） 

理科室 

音楽室 

図工室（小） 

技術室（中） 

美術室（中） 

児童会室（小） 

生徒会室（中） 

進路指導室（中） 

職員室 

事務室 

校長室 

応接室 

用務員室 

放送室 

印刷室 

会議室 

給食調理室（小） 

倉庫・教材室 

保健室 

教育相談室* 

特別支援教室* 

個別支援教室* 

難聴・言語障害学級 

 

あそべえ* 

こどもクラブ* 

屋内運動場* 

プール 

家庭科室 

防災倉庫 

備蓄倉庫 

ＰＴＡ・青少協室 

多目的室（開放

用） 

開放管理室 

 

 

下線：日中は学

校管理 
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第５章 整備スケジュールと費用の見通し 

１ 整備スケジュール 

( 1) 改築順序の基本的な考え方 

─ ╩ ⌐⁸ ⌐ ∂ ─ ⌂≥╙ ⌐ ⇔⁸

╩ ⇔╕∆⁹ 

⌐ ∆( 2) ╩╙≤⌐⁸ ↔≤─ ⱪכꜟ◓≡™≈⌐

↑╩ ™╕∆⁹ 

⌐ ∆╢─│ ╕≢⁸ ה ╙ ╘≡ ≤⇔╕∆⁹ 

 

【図表 16 学校改築に要する期間の試算】 

実施数／年 改築完了年度 
最初の改築着手 

からの経過年数 

築後 

65年超 

築後 

70年超 

最長使用 

年数 

４校 令和 24（2042） 23年 ３校 なし 65年 

３校 令和 31（2049） 30年 ８校 ２校 71年 

１校あたり実施期間を５年とする。千川小、大野田小校舎を除く 

 

 

(2) 劣化状況調査結果 

ₐ ─ ⌐ ╢ ╩e ⌐⁸ ─ ⌐⁸

─ ╙ ⅎ ⌐ ⇔╕⇔√⁹ ─℮∟ ∆╢╙─│⁸

√⌐ ∆╢⅛ ╩♃כ♦─ ⌐ ⇔≡ ⇔╕⇔√⁹ 

⌐│⁸ ─ ⌐≈™≡ 12( 2000) 13( 2001) ⅔╟┘

18( 2006) ⌐ ⇔√ ╩ ─℮ⅎ ⇔⁸ ( 2019)

⌐◖fi◒ꜞכ♩─ *⅜⅛┬╡ ↕*╩ ⅎ√ ─ ⅔╟┘

─ * ╩ ⇔╕⇔√⁹ 

╩ ⅎ≡™⌂™ ─ ⌐≈™≡│⁸ ⌐⅔↑╢ ╩

⇔≡™╢╙─│ ⌐ ⇔≡™╢√╘ ╘≡─ │ ≤⇔⁸

⅜ ≢⅝⌂⅛∫√ ⌐≈™≡│◖▪ ⅝* ╩ ™ *─ *

╩ ⇔╕⇔√⁹ 
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【図表 17 劣化状況調査結果（旧耐震基準建物）】 

 

*

1968 51

1969 50

1967 52

1967 52

1969 50

1974 45

1968 51

1972 47

1978 41

1968 51

1960 59

1972 47

1971 48

1979 40

1971 48

1975 44

1976 43

1975 44

1978 41

1978 41

1978 41

1974 45

1971 48

1971 48

1977 42

1963 56

1967 52

1971 48

1974 45

1961 58

1964 55

1971 48

1980 39

1972 47

2020

2023

2025

2021

2021

2039

2027

2019

2026

2023

2019

2030

2023

2025

2020

2030

2029
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*

*
*

*
*

*
*

*

18.0 15.1 83.9 42.5 53.3 61.8 - A B B C C

18.0 11.3 62.8 49.9 3.6 4.5 - B B B B C C

18.0 14.1 78.3 42.5 62.0 71.8 - A B B C C

18.0 26.3 146.1 49.9 21.7 26.9 - A B B B C A

18.0 17.9 99.4 50.0 57.1 66.3 - A A B A A

21.0 21.2 101.0 50.0 11.8 15.2 - - A B C C C

18.0 13.5 75.0 49.9 5.0 6.2 - C A A A C C

21.0 21.7 103.3 50.0 19.8 23.2 - - B C B C C

21.0 24.5 116.7 54.5 7.5 9.8 - - A B C C C

18.0 32.8 182.2 49.9 10.5 13.0 - C A A A C C

18.0 13.6 75.6 50.5 62.8 71.3 - A A B A C

18.0 18.6 103.3 54.0 42.5 49.9 - - A A B C C

18.0 21.1 117.2 48.5 27.6 35.5 - - A B C C C

21.0 31.2 148.6 49.9 20.1 27.1 - A A A C C C

21.0 19.1 91.0 53.5 43.1 54.5 - A A B A A

21.0 15.4 73.3 59.5 16.5 21.5 - - B B A C A

21.0 25.1 119.5 49.9 10.5 13.7 - A B A C C C

21.0 22.9 109.0 49.9 18.8 24.4 - - B A A C C

21.0 19.6 93.3 52.0 5.7 7.6 - - A B A C A

21.0 23.0 109.5 49.9 27.5 36.8 - A A B C C C

21.0 22.0 104.8 49.9 - - - - A B A C C

21.0 14.0 66.7 53.5 17.3 22.7 - - A B A C C

18.0 16.7 92.8 46.5 11.2 14.1 - - A B B B C

18.0 21.9 121.7 49.9 4.3 5.4 - C A B B C C

21.0 36.9 175.7 48.0 9.0 11.9 - - B A B C C

18.0 18.7 103.9 50.0 14.3 16.2 - - B C A A A

18.0 18.0 100.0 53.0 38.6 44.5 - - A B A B C

18.0 13.7 76.1 47.5 14.6 18.9 - - A B A C C

21.0 20.6 98.1 57.0 7.0 9.2 - - A A A B B

18.0 15.1 83.9 45.0 27.5 33.1 - - A B B A A

18.0 13.9 77.2 49.9 15.5 19.0 - A B A C C C

21.0 13.6 64.8 42.5 20.1 23.5 - - C B B B C

21.0 25.9 123.3 41.5 19.8 26.9 - - A B B B B

21.0 13.8 65.7 49.9 34.4 43.7 - A B A B C C

*
*

*

*

*
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【図表 19 劣化状況調査結果（新耐震基準建物）】 
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【図表 19 劣化状況調査の枠組み】  

 

 

ア 構造躯体* 

（ア）耐震性能 

56(1981) 31 ≢ ↕╣√ ≢ ╩ √

⇔≡™⌂™ │⁸ ╩ ⇔ ⌂ ╩ ⇔≡™╕∆⁹ 

（イ）コンクリートの圧縮強度* 

ₐ ─ *─ ⅝ₑ⌐⅔™≡⁸◖fi◒ꜞכ♩─

⌐╟╡ *⌐ ↕⌂™≤↕╣╢ 13.5N/ │⁸╒≤╪

≥─ ≢ ∫≡™╕⇔√⁹ 

⌐⅔™≡◖fi◒ꜞכ♩─ *⅜ 13.5N/ ╩ ╢ ≤

⌂╡╕⇔√⅜⁸ 13(2001) ⌐ ⇔√ ╟╡ ─з

*⅜ ⅝™↓≤⁸ ⌐⅛⅛╢ ⅜ ↕™↓≤⅛╠⁸ ⅜

⌐⌂╢╟℮⌂ ─ │⌂™≤ ⇔⁸ ─ ╩ ↑√ ≢

╩ ⇔╕⇔√⁹ 

╕√⁸ * ⅜ 75 ─ ⌐⅔™≡│⁸a 2001

 ◖fi◒ꜞכ♩ ─ ╩e ⌐⁸

╩ ⇔╕∆⁹ 

（ウ）コンクリートの中性化*の深さ 

─ ╩ ▪ꜟ◌ꜞ ≢ ∆╢ ╩ ≈◖fi◒ꜞ⁸│♩כ ⌐╟╡

─ ⌐╟∫≡ *⅜ ╖╕∆⁹ 

─ ≢ ─◖fi◒ꜞכ♩⅛┬╡ ↕* 50 ╩ ⅎ╢ *⅜

╠╣√√╘⁸∕╣╠─ ⌐≈™≡⁸ ⅔╟┘ ─◖fi◒ꜞכ♩─ ╩ ⇔

╩ ™⁸ ⌐ ─ ⅜⌂ↄ ⅜⌂™↓≤╩ ⇔╕⇔

√⁹⌂⅔⁸ *⅜ ≢◖fi◒ꜞכ♩─ *⅜ ∆╢↓≤│№╡╕∑

╪⁹ 

（エ）鉄骨の劣化状況 

─ ⌐≈™≡│ * ─ ⁸ ⌐⌂╢ │

↕╣╕∑╪≢⇔√⁹ 

 

* 

* 



 

- 34 - 

 

イ 構造躯体*以外 

  ₈ ה ₉⁸₈ ₉⁸₈ ₉⁸₈ ₉⁸₈ ₉─ ≈─ ⌐≈

™≡⁸ ≢ ⇔√ ╩╙≤⌐⁸ ─ₐ ─

⌐ ╢ ₑ╩ ⇔ *╩ ⇔≡™╕∆⁹ 

  ≢│ ─ ─ ╩ ℮≤≤╙⌐⁸ *─ → ╛

⅔╟┘ ─ ╩ ™⁸ ⌐≈™≡₈ ⌡ ⁸╕√│ 20

₉⁸₈ ⌐ ⁸ ⌂⇔ ⁸╕√│ 20 40 ₉⁸

₈ ⌐ ⁸ ⁸ ─ ⇔ ⁸╕√│ 40

₉⁸₈ ⌐ ∆╢ ⅜№╢₉─ ≢ ╩ ∫≡™╕∆⁹ 

∕─ ⁸₈ ⌐ ∆╢ ⅜№╢₉⌐ ∆╢ │ ↕╣╕∑╪≢

⇔√⁹ 

 

 

(3)  具体的な改築順序 

ア 次の計画改定までに改築する学校（第１グループ） 

─ⱪכꜟ◓  │⁸ᵑ ╙ ™ ⅜ 50 ≢ ─ ╕≢⌐ 60

≤⌂╢ ⁸╕√│ᵒ ≢ ╩ ∆═⅝ ⅜№╢ ≢∆⁹ 

╩ ∆═⅝ ⅜№∫√ │⁸ ⁸ ⁸ ≢⁸

™∏╣╙(2)▪ ▬ ◖fi◒ꜞכ♩─ *⅜ *─ 75

─ ╩ ∆╢ ≢∆⁹ 

⌂ │⁸ ╙ ╘ ⌂ ⅛╠ ╘╕∆⅜⁸ ⌐⁸ ─

─ ≤ ≢│⁸ ∂ ≥╙⅜ ⇔≡ ≢─ ⌐⌂╠⌂™╟℮⁸

╩ ⌐ ⇔╕∆⁹╕√⁸ ┼─ ⅜ ⇔ↄ ╩ ∑↨

╢╩ ⌂™ ⁸ ≤ ╩ ⇔≡ ⇔╕∆⁹ ≢│⁸ ⅔╟

┘ ≢ ⅜ ⇔™≤ ⅎ╠╣╕∆ 11 Ɑכ☺ₒ  

─ ₓ─₈ ─ ₉ ⁹ 

 

イ 次期計画期間中に改築する学校（第２グループ） 

 ─ ⌐ 60 ≤⌂╢ ╩ ⱪ≤⇔⁸כꜟ◓ ⌐

╩ ⇔╕∆⁹ 

 

ウ 施設の維持管理 

 ⌐ ╢╕≢⅔╟┘ ™∏╣─ ╙⁸ *─ ⅎ ⌐ ∫√ ה

╩ ™╕∆⁹ ⌐│ ─ ╩ ≤⇔≡⁸ ─ ה

⌐⁸ ╩ ╘╢ ╛ ╩ ≈√╘─ ─ ╙ ⅎ√ₐ ה

ₑ*╩ ╘⁸ ≤─ ╩ ╢↓≤≢╟╡ ⌂ ╩ ™╕∆⁹ 
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【図表 20 改築順の考え方】 
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【図表 21 第１グループの改築年次案】 

 

 

   

2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031
令和2 令和3 令和4 令和5 令和6 令和7 令和8 令和9 令和10 令和11 令和12 令和13

（計画改定）

第五中
基本構想・
基本計画

基本設計 実施設計 工事 工事 仮設共用 仮設共用

第五小
基本構想・
基本計画

基本設計 実施設計 工事 工事

第一中
基本構想・
基本計画

基本設計 実施設計 工事 工事 仮設共用 仮設共用

井之頭小
基本構想・
基本計画

基本設計 実施設計 工事 工事

第六中
基本構想・
基本計画

基本設計 実施設計 工事 工事

第二中
基本構想・
基本計画

基本設計 実施設計 工事 工事

第二小
基本構想・
基本計画

基本設計 実施設計 工事 工事

境南小
基本構想・
基本計画

基本設計 実施設計 工事 工事

年度
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２ 事業費（現段階の参考試算）について 

( 2020) 25( 2043)

⌐⅔↑╢ │ ≢

743 ⁸ ⌂≥─ 131

≢∆⁹ 

─ │ ─ ≢─

─ ⅔╟┘ ╩ ↕

∑╢√╘⁸ ─ │ ≤│ ⇔╕

∑╪⁹╕√⁸ ─ │⁸ ─

╩ ╗ ⅛╠ ↕╣╕∆⁹↕

╠⌐⁸ ─ │ ─ ⱪꜝfi

⌐╟∫≡│ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

∕⇔≡⁸ ⅜№╢ ─ ≢

∆╢ ╩ ╕ⅎ≈≈⁸ ─ ╩

⌂ ⌐ ╘╢√╘⁸ ─ ╖

╩ ↑╕∆⁹ 

 

 

【試算条件】 

É 範囲 

─ ⅔╟┘№∕═ⅎ*⁸↓≥╙◒ꜝⱩ*─ ⅔╟┘

 

É 単価 

ₐ 31 ⁸e ─ ⅔╟┘ ╩ ⌐

⇔⁸24 ─ ⅜⌂™╙─≤  

É 面積 

 │⁸ 21Ɑכ☺ ≤ ⌐╟╢  

É 改修費 

─ ╩ ─ 60%─ ≤ ⇔⁸ 11 ⅛╠ 40 ⌐ ⌐ 

⁹ 60 ╩ ⅎ≡⅛╠ ╩∆╢ │ ─ 10 ╕≢  

╩  

─ ╩ 100 ≤ ⇔⁸ ─ ╩ ─ 100%─ ≤  

⇔⁸ 11 ⅛╠ 80 ⌐ ⌐  

 

【図表 22 改築費内訳】 

( 1)工事は１年２校までとする 

( 2)計画期間を過去の学校施設整備よりも長い 24年間とする 

( 3)諸室面積基準による標準的な面積を上限とする 

( 4)都内の公共施設として標準的な単価を採用する 
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第６章 整備の進め方  

１ 推進体制の確立 

(1)  改築懇談会（仮称）の設置 

 ─ ⌐№√∫≡│⁸ ∆╢ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸

⌐╟╢ ╩ ⇔╕∆⁹ 

 ⁸ ─ ⌐№√∫≡│⁸ ≢ ╩ ⅝⌂⅜╠ ╩ ™

╕∆⁹ 

 

(2)  庁内体制 

 ⌐⅔↑╢ ה ╩ ℮√╘─ ╩⁸ ⌐ ⇔╕∆⁹ 

╩ ∆╢ ╩ ⌐⁸ ≢─ ⌂ ╩ ╢≤≤

╙⌐⁸ ⅜ ≤⇔≡ ≈ ╩ ╖⁸ ≤ ╩ ™╕∆⁹ ⌐

ה* *⌐≈™≡│ * ≢⁸ ─ ⌐≈

™≡│ ≢ ╩ ™╕∆⁹ 

╕√⁸ ╩ ⌐ ה ∆╢√╘⁸ ⱴⱠ☺ⱷfi♩╩ ∆╢

╛ ─ₐ ה *ₑ╩ ∆╢ ≤╙ ⌂ ╩ ╡╕∆⁹ 

   

 

２ 計画的な整備の実施 

(1)  改築の手順 

ア 基本構想 

⁸ ─ ─ ⁸ ⅔╟┘ ╩ ╕ⅎ⁸

⌐№√∫≡─ ⅎ ╩ ⇔╕∆⁹ 

 

イ 基本計画 

╛▪─ ╩╙≤⌐⁸ ─ ≤⌂╢ √⌂ ─

╩ ⇔╕∆⁹ 

 【実施内容（例）】 

ה ה   ─  

┘╟⅔ ה    

☺כⱷ▬┘╟⅔ ה     

 

ウ 基本設計 

 ╩╙≤⌐⁸ ─ ⌂≥╩ ─ ⌐ ╠⇔ ╦∑⁸ ⁸

⌂≥─ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ⌐ ╢ ╩ ⇔╕∆⁹  
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【実施内容（例）】 

⁸ ה   ─  

⁸ ה   ⁸ ⁸ ─  

⁸* ה ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ─ ─  

 

エ 実施設計 

╩╙≤⌐⁸ ⌂ ╩ ℮≤≤╙⌐⁸ ─ ⅔╟┘ ⌐ ↑⁸

⌂ ⅔╟┘ ╩ ⇔╕∆⁹ 

 【実施内容（例）】 

─ ה  

─ ה  

─ ה  

 * ה

  ה

 

オ 工事 

 

 

(2)  工程と期間 

 №√╡ ≢ ≤⇔╕∆⁹ 

 

【図表 23 期間イメージ】 

  

 

(3)  議論の進め方 

ア 基本構想、基本計画の策定 

 ╩ ⌐⁸▪fi◔⁸♩כ ─╒⅛⁸꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ* ⁸

≢ ⇔ ℮↓≤⅜≢⅝╢ ─ ╙ ⇔╕∆⁹ 

 

 

基本構想
基本計画

基本設計

実施設計

工事

破線：事業者選定、契約事務

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

策定

設計

設計

工事
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イ 基本設計、実施設計、工事の実施 

 ⁸ ─ ⁸ ─☺כⱶⱭכⱱה ⌂≥⌐╟╡⁸ ↄ ╩

™╕∆⁹ 

 

 

３ 整備後の評価と次校整備への反映、本計画の見直し 

─ ⌐≈™≡─ ה ╩ ™⁸ ─ ⌐ ↕∑≡™⅝╕

∆⁹ 

∕─℮ⅎ≢⁸ ⌐╦√╢ ─ ╩╟╡ ⌐ ℮√╘⁸ 25( 2043)

╕≢─24 ─ ╩ ⌐ ↑⁸ ─ ╩ (2027) ╕≢

─ ≤⇔╕∆⅜⁸ ─ ⌐⅛⅛╢ ⁸ ─ ⁸

─ ⁸ ─ ⁸ ─ ⁸ ─ ─ ⌂≥⁸ ₁⌂

╩ ⇔⁸ ─ ╩ ↕∑⁸ ─ ╩ 2026 ⌐ ™╕∆⁹ 

⇔⌐№√∫≡│⁸ ─ ה ⅔╟┘ ┼─ⱥ▪ꜞfi◓ ╩│∂╘⁸

─ ⁸ ─ ─ ─⧵ה ⌐ ⌐ ╘╠╣╢ ה

⁸ ─ ⌂≥╩ ↕∑≡™⅝╕∆⁹ 

 

【図表 24 本計画の実施サイクル】 

  計画策定  学校施設全体の整備計画として策定

改築  学校の改築

評価
 改築後の学校からのヒアリング
 施設整備方針と実態の点検・評価

計画改定
 評価結果、教育環境・児童生徒数推計値・
 学校施設の社会的役割等の変化、技術の
 進歩等を反映
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30,33

Is Seismic Index of Structure ≤│ ─ ╩ ∆√╘─
─↓≤⁹ ─ ה ⁸ ╛Ᵽꜝfi☻⁸ ⌂≥≤™∫

√ ⌐ ⅝ↄ ╦╢ ╩ ⌐ ∆╢ ⁹ ⌐ₒIs
0.3 Ν ╕√│ ∆╢ ⅜ ™ₓ⁸ₒ0.3֔Is 0.6 Ν

╕√│ ∆╢ ⅜№╢ₓ⁸ₒ 0.6֔Is Ν ╕√│ ∆╢
⅜ ™ₓ≤ ╦╣≡™╢⁹ ─ │ ⌐ ↕╣≡™

╢↓≤⅛╠⁸ ╩1.25 ≤⇔⁸Is │0.75 ≤⇔≡™╢⁹

8,15,
22,24,
28

Information and Communication Technology─ ≢⁸ ה ⌐ ∆
╢ ─ ⁹ ⌐│⁸◖fiⱧꜙ⁸♃כ♃Ⱪ꜠♇♩ ⁸ⱪ꜡☺▼
◒♃⁸ Ⱳ⁸♪כ ⁸♦☺♃ꜟ◌ⱷꜝ⁸♦☺♃ꜟⱦ♦○
◌ⱷꜝ ─Ɫ⁸╛▪▼►♪כⱠ♇♩꞉⁸◒כ ─♁ⱨ♩►▼▪
╩ ∆⁹

5,9,17,
22,24,
26,28,
37

⅜ ∆╢₈ ≥╙ ₉─ ≢─ ⁹
╩ ╘√ ≢ ≥╙╩ ≡╢≤™℮ ⅎ ⌐ ≠⅝⁸
─ ╩ ↕∑╢√╘─ ─ ≈≤⇔≡⁸ ⁸ ⁸

⌐ ─ ⁸ ⁸ ╩ ⇔√ ╩
™⁸ ─ ⌂ ╩ ⇔⁸ ─ ╩ ∫≡™╢⁹

34,39
⌐ ∆╢♦◙▬fi─↓≤⁹ ⁸ ⁸ ⁸╕√│↓╣╠─

╩ ∆⁹ ⌐⅔™≡│ ─♦◙▬fi╩ ∆↓≤⅜ ™⁹

1,2

⁸ 800 ⌐ ┬▬fiⱨꜝ☻♩♇◒─ ⌐ ⌐ ∆╢≤
≤╙⌐⁸ ⌐ ⅎ⁸ ⁸ ╛ ╩ ∆╢ ╩
ↄ₈▬fiⱨꜝ₉≤⇔≡ ⅎ⁸№╠╝╢▬fiⱨꜝ╩ ⌐⁸ ⌐
∆╢ ─ ≤⇔≡⁸ ⅜ 25 11 ⌐ₐ▬fiⱨꜝ

ₑ╩ ⇔√⁹

8,15

─ ⌐ ∆╢ │ 26 2014 ⌐ ─ 24
⌐ ⅛╣≡™╢ ≢⁸ ─№╢ ≤ ─⌂™ ⅜ ⌐ ┬ ╖
≢№╡⁸ ─№╢ ⅜ ⅛╠ ↕╣⌂™↓≤⁸ ─
∆╢ ⌐⅔™≡ ─ ⅜ ⅎ╠╣╢↓≤⁸ ⌐

⌂₈ ₉⅜ ↕╣╢↓≤ ⅜ ≤↕╣≡™╢⁹▬fi◒ꜟכ
◦Ⱪ ◦☻♥ⱶ⌐⅔™≡│⁸ ∂ ≢ ⌐ ┬↓≤╩ ∆╢≤≤╙
⌐⁸ ─ ⌐☼כ♬ ⅎ╢ ╩ ≢⅝╢⁸ ≢ ⌂
╖╩ ∆╢↓≤⅜ ≢№╢≤↕╣≡™╢⁹

13

─☻ⱳכ♠ ─ ⁸ ⌂ ⁸ ≤ ⅜ ⌐
≥╙╩ ≡╢≤™℮ ⅛╠⁸ ≤ ⅜ ה ⇔√ ≢─
⌐⅔↑╢☻ⱳכ♠ ╩ ╘╢↓≤⁹
╛ ─ ⌐ ∂≡⁸ ─☻ⱳכ♠ ≤─ ⁸ ─

≤ ⁸ ─ ⌐╟╡ ╩ ╘╢⁹

9

₈Sustainable Development Goals ⌂ )₉─ ⁹
27 2015 ─ ◘Ⱶ♇♩≢ ↕╣√⁸ ╛ ⁸ ⁸

⌂≥⁸ ₁⌂ ╩ ⌐ ⇔⁸ ─∆═≡─ ⅜
⌐╦√∫≡╟╡ ™ ╩ ╢↓≤⅜≢⅝╢╟℮⌐∆╢√╘⌐2030

╕≢⌐ ∆═⅝17─ ⅜ ╘╠╣≡™╢⁹
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23

≡⇔≥ꜟכ◒☻◖◄⅜ ∆╢ ╩⁸ ⁸
⁸ ⁸ ⅜ ⇔≡ ∆╢ ⁹
╩ ↑⁸ ─ ╩ √⇔√ ⌐│⁸ ─ ⁸ ⁸
╕√│ ╩ ∆╢ ⌐⁸ ╟╡ ⌐≈™≡─

2.5 ⅔╟┘ ╟╡ ─ ⌂≥─
╩ ↑╢↓≤⅜≢⅝╢⁹

26
≤ ⇔≡ ⌐ ≢⅝╢☻Ɑ⁹☻כ ⌐⅔™≡│
╛ ⌐⅔™≡ ≤ ─ ╡╩ ∑∏⁸ ≤

⇔≡ ≢⅝╢╟℮⌐⌂∫≡™╢⁹

9,17,18,
22,26,
27,28

⌐≈™≡⁸ ≢─ ⁹

26

⌐ ⅜ ↕╣√ ⌐⁸ ⌂◔▪│ ⌂™⅜ ─
⅜ ⌂ ─√╘⌐⁸ ─ ☻Ɑכ☻≤│ ⌐ ⇔≡

∆╢ ⁹ ─ ⌐⅔™≡ ≠↑╠╣≡™╢⁹
⌐⅔™≡│⁸▪◒☿☻─ ™ ─ ⅜ ↕╣≡™╢⁹

29,31,
33

◖fi◒ꜞכ♩─ ⌐ ™╢ ─└≤≈≢⁸ ⅛╠◖fi◒ꜞכ
♩ ╕≢─ ─↓≤⁹

7
⅜ ─ ╘⌐ ≠™≡ ─√╘⌐ ╩ ⇔⁸ ╩

╖ ≡⁸╕√│ ─ ╩ ∆╢√╘⌐⁸ ⌐ ⇔√ ╕
√│ ⁹

8

─№╢ ≥╙⅜ ─ ≥╙≤ ⌐₈ ╩ ↑╢ ₉╩ ה
∆╢↓≤╩ ∆╢√╘⌐⁸ ─ ┘ ⅜ ⅛≈

⌂ ה ╩ ℮↓≤╩₈ ₉≤™™⁸₈ ₉
≤│⁸₈ ₉─ ≤⇔≡⁸ ⁸ ⁸ ⅜ ⌐
≠⅝ │ ⌐╟╡ ℮ ─↓≤╩ ∆⁹

19

⌐≈™≡⁸ │ ≢№∫√⅜⁸∕─ ─ ⌐╟∫≡⁸
─ ⌐ ⇔⌂ↄ⌂∫≡⇔╕℮↓≤⁹

∕─ ╩ ∆╢↓≤⌂ↄ ⇔≡ ∆╢ ⌐│⁸ ─ ╩
⇔≡ ∆╢↓≤│⌂™⅜⁸ ╛ ⅎ╩ ℮ ⌐│⁸

⌐ ∆╢╟℮ ⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹

17,22,
24,25,
28

⌐⅔™≡ ≥╙√∟╛ ─ ⌐ ∆╢ ╩ ≤∆
╢ ╩ ⇔⁸ ⌐ ≢⅝╢ ⁹ ≤⇔≡─
┘ ⁸כꜝ☿fi►◌ꜟכ◒☻│ ─ ◌ꜟכ◒☻⁸╡№⅜
►fi☿ꜝכ│ ⁸ │ ⅜ ⇔≡™╢⁹

18,29,
31,32,
33,34

─ ─↓≤⁹ ≤™℮ │⁸ ╩ ⅎ╢
╖⌐№√╢ ─↓≤≢⁸ ⁸ ←™⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸
( ⅛™ )⁸ ⁸ ╕√│ ( ⌂≥)⌂≥╩™℮⁹

29,31,
32,34

⌐⅔™≡⁸ ─ ╩ ↑╢ ─ ≤⌂╢₈
─ ₉⌐ ↕╣≡™╢ ─└≤≈≢⁸ ⅜

⌐ ⇔√ ™╩ ═⁸ ─ ╩ ⇔√ ─↓
≤⁹
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39

│ ╩ ↄ₈ ₉≢№╢⁹
⅜ ╩ ∆╢ ⁸ ⌐₈ ₉╩ ™⁸

∕─ ⅜ ╛ ⌐ ⇔≡™╢↓≤⌐
≈™≡⁸ ≤ ─ ╩ ↑⁸ ─ ╩ ↑⌂↑
╣┌ ⌐ ∆╢↓≤⅜≢⅝⌂™⁹

10,11
─ ╕√│↓╣⌐ ╦╢ ─ ≢ ╕╣√ ─

╩ ⅛╠ √≤⅝─ ≢ ╘√ ⁹

10
⌐ ∆╢ ─ ⁹ ≢ ⅜ ╘╠╣╢╒⅛⁸

╛ ─ ⌐╟╡⁸ ╕√│ ↕╣╢ ⅜№╢⁹

29,31,
32

◖fi◒ꜞכ♩ ─ ⁸ ─ ╛⁸ ─♥☻♩Ⱨכ☻
─√╘⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⌐ ╩ ↑╢↓≤⁹

1,2,12,
38

─ ⌐ ™⁸ ─ ⅜ ╘⌂™↓≤⁸
⅜ ∆╢↓≤⌂≥⁸ ─ ⅜ ⇔™↓≤⅜ ↕╣╢ ⁸

↓╣╕≢ ⇔≡⅝√ ה ─ ↄ⅜ ╩ ⅎ
╢⌐№√╡⁸ ⌂ ה ╩ ℮√╘⁸∆═≡─ ה

╩ ∆╢ ⌂ ╩ ╘√ ⁹ ─ ╩ ↑⁸
≢│ 29(2017) ⌐ ⇔√⁹

5,9,17,
22,26,
28,37

⅜ ∆╢⁸ ₈ ◒ꜝⱩ₉
─⁸ ≢─ ⁹
⅜ ⌐╟╡ ⌐™⌂™ ⌐⁸ ─ ⌐ ⌂

┘⅔╟┘ ─ ╩ ⅎ⁸∕─ ⌂ ╩ ╢ ⁹

22,26,
28

─ ≢─ ⌐╟╢ ⌐ ╩ ⇔≡™╢ ╩
≤⇔≡⁸ ₁─ ─ ⌐ ╦∑≡⁸ ─ ╩ ℮↓≤⌐╟
╡⁸ ≢─ ─ ╩ ╢√╘─ ⁹ ─
≢⁸ ⌐ ⇔≡™╢⁹

31,32,
33,34

│⁸ ⌐ ∆╢ mm№√╡─ ⁹ │N/m ⁸
N ⌂≥≢ ∆╢⁹

12

◖fi◒ꜞכ♩⌐ ⌂ ⅜ ∂⌂™ ≢⁸ ≤╙™℮⁹
│⁸ 30 ⁸ 65 ⁸ 100

⁸ 200 ─ ⅜№╡⁸ ⌐ ∂≡⁸
─ ⅜ ╦╢⁹

12,29,
31,32,
33

─ (CO2)⅜◖fi◒ꜞכ♩ ⌐ ⇔⁸ ╩
⅝ ↓∆↓≤⌐╟╡⁸ ▪ꜟ◌ꜞ ≢№╢ ─ph╩ →╢
≢№╢⁹ │◖fi◒ꜞכ♩ ╟╡ ⇔⁸ ⌂≥─ ⌐
∆╢≤⁸ ╩ ∆╢⁹↓╣⌐╟╡ ╩ ↕∑⁸
─ ⌐╟╡⁸◖fi◒ꜞכ♩─└┘ ה╣ ╩ ⅝ ↓⇔⁸
⌂≥ ─ ⅜ ∂╢⁹╕√⁸└┘ ╣⅜ ⇔√◖fi

─CO2⌐╠↕│♩כꜞ◒ ╩ ∆√╘⁸ ⌐╟╢◖fi◒ꜞכ♩
─ ⁸ ─ ⌐╟╢ ─ ╩ ↕∑╢↓≤⅜ ╠╣

≡™╢⁹

27
⁸ ╛ ─ ⁸ ⁸ ╩ ∆╢√╘⁸ ─

─ ↕╩ ∆╢ ⁹₈ ₉⁸₈ ₉⁸₈
₉⁸₈ ₉⌂≥⅜№╢⁹
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8

⌐ ⌂ ה ╩ ╗√╘─ ┘─ ⌐ ⇔⁸ ─
╩ ⇔≡™ↄ ≤⇔≡ ↑╠╣√╙─⁹ ⌐│⁸

─ ≈─ ⌐ ∫√ ╩ ℮↓≤⅜ ↕╣≡™╢⁹
⁷ᵑ ┬↓≤⌐ ╛ ╩ ∟⁸ ─◐ꜗꜞ▪ ─ ≤
↑⌂⅜╠⁸ ⇔╩╙∫≡ ╡ ↄ ╡ ╖⁸ ─ ╩ ╡
∫≡ ⌐≈⌂→╢₈ ⌂ ┘₉⅜ ≢⅝≡™╢⅛≤™℮ ⁹

⁷ᵒ ≥╙ ─ ⁸ ╛ ─ ≤─ ⁸ ─ ⅎ ╩
⅛╡⌐ ⅎ╢↓≤ ╩ ∂⁸ ─ ⅎ╩ → ╘╢₈ ⌂

┘₉⅜ ≢⅝≡™╢⅛≤™℮ ⁹
⁷ᵓ ה ה ≤™℮ ┘─ ─ ≢⁸ ─ ⌐ ∂
√₈ ה ⅎ ₉╩ ⅛∑⌂⅜╠⁸ ╩ ⌐ ↑≡╟╡ ↄ

⇔√╡⁸ ╩ ⇔≡ ⅎ╩ ⇔√╡⁸ ╩ ™∞⇔≡
╩ ⅎ√╡⁸ ™╛ ⅎ╩ ⌐ ⇔√╡∆╢↓≤⌐ ⅛℮₈ ™

┘₉⅜ ≢⅝≡™╢⅛≤™℮ ⁹

23
⅜₈2020 ╕≢⌐ ─◄Ⱡꜟ◑כ ╩2000 ≢20

∆╢₉≤™℮ ─ ⌐ ↑⁸ ─ ⌐⅔™≡⁸◄Ⱡ
─כ◑ꜟ ─ ╩ ╢↓≤╩ ⌐ ╘√ ⁹

15,17
─☻◔ꜟ♩fi ה ה ─ ≤▬fiⱨ▫ꜟ ה
≤╩ ⇔√ ⁹ ─ ╡⁸ │ ⌐

≢№╡⁸ ─ ⅜ ≤⌂╢⁹

31,33,
34

◖fi◒ꜞכ♩ ─ ⌐⅔™≡⁸ ─ ≤⇔≡ ™╢◖fi
─♩כꜞ◒ ─↓≤⁹↓╣⌐╟╡ ╛ ─◖fi◒ꜞכ♩ ╛

╩ ╘╢↓≤⌐⌂╢⁹

19,28 ╛ ╩ ⌐ ↑≡ ∆╢↓≤⁹

9,10

⌐⅔™≡⁸№╢ ╛ ─ ─ ↕─ ╩ ╘
╢↓≤⁹ ⌐│⁸₈ ↕ ₉₈ ₉₈
₉₈ ₉₈ ⌐╟╢ ─ ↕─
₉⅜№╢⁹

6,12,18,
27,38

≈─ ⌐ ─ ╩ √∑╢ ─ ╩
│ ≤⇔≡ ≢ ™⁸ ה │ ≤⇔≡
∆╢⁸⌂≥ ⁹

16,26
™∆ ⅜ ≢⅝╢ ↕╛ ∆╡⌂≥⌐ ⅎ⁸○☻♩ⱷ▬♩

─ ⌂≥╩ ⅎ╢↓≤≢⁸ ™∆ ∞↑≢⌂ↄ⁸ ⁸
⅜™ ⌂≥─ ⌂ ⅜ ≤⇔√♩▬꜠⁹

25,26,
28

⌐⅔™≡│⁸ ≤⇔≡ ∫≡™╢ ─
₈№∕═ⅎ₉≤⁸ ₈ ≥╙◒ꜝ

Ⱪ₉─ ╩ ⇔⁸┤√≈─ ╩ ╦∑≡₈ ≥╙ ₉≤⇔≡
≥╙ ⌐ ⇔⁸ ╩ ∫≡™╢⁹

9,17,25

ה ∆╢ ⌐ ⇔⁸ ─ ≤ ה ⇔≡
∆╢↓≤≢⁸ ⅜ ≢№╢ ⌐ ≢⅝╢╟℮⌐∆

╢ ╩ ∆ ⁹ ⌂ ─ ╩ ≤∆╢ ה ╛
─ ╩ ⌐ ∆╢√╘─ⱴⱠ☺ⱷfi♩⅜ ≤⌂╢⁹
27 2015 ⁸ ⅜ ⇔√⁹
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11

≢ ╘╠╣≡™╢ ≢⁸ ╛ ⁸№╢™│ ⇔√
╩ ∫≡™╢ ╩ ≤∆╢₈ ₉╩ ≤⇔≡⁸ ⁸

─ ╛⁸ ─ ⁸ ⌐ ∆╢ ╩ ⌐ ╘╢
⁹
≤™℮ ⌂ ≢ ⅎ╢╕∟≠ↄ╡─√╘⌐⁸ ╪≢™╢ ⅜

⇔ ™⁸ ─ ⌐ ∂≡ ─ ╛ ║™ ⁸ ⁸ ↕⁸
─ ⁸ ─ ⁸ ה ⌂≥⌐≈™≡ ⇔⁸

⌐│ ⅜ ≤⇔≡ ╘╢⁹
╩ ╘╢↓≤⌐╟╡⁸ ─ ─ ⅜ ─

⌐ ⅝ ╦╡⁸ ╛ ╩ ℮ ⌐ ╠⌂ↄ≡│⌂╠
⌂™ ⅜ꜟכꜟ─ ↕╣╢⁹

6,18,
19,33

⇔√ ╩⁸ ⌐╦√∫≡ ↄ ™ ↑╢√╘⁸ ⌐ ⌂
╩ ∆─╖≢│⌂ↄ⁸ ─ ╛ ╩⁸ ⌂ ≢ ⅝

→╢√╘─ ⁹

18
─ ⌐ ⅎ℮╢ ≤∆╢√╘⁸ ™ ≤⌂╢ ╩

⇔√╡⁸☻◔ꜟ♩fiה▬fiⱨ▫ꜟ─ ⅎ ╩ ╡ ╣√ ≤∆╢↓
≤⁹

19,37
─ ⅜ ╕√ ⌐ ╦╠∏⁸ ⌂ ─ ⌐ ↑

╠╣⁸☻♩♇◒≤⇔≡ ⌐ ╢╙─⌐ ↕╣╢ ≢⁸
ה ה ⅛╠ ╢⁹

10
╩ ↄ ─ ⌐≈™≡│⁸ ─ ╩™⁸∕─

─ ─ ⌐≈™≡│⁸ ╩™℮⁹

8,22,26,
28,32

─№╢ ─ ╛ ⌐ ↑√ ⌂ ╩ ∆╢
≤™℮ ⌐ ∟⁸ └≤╡─ ╩☼כ♬ ⇔⁸∕─
≡╢ ╩ ╘⁸ ╛ ─ ╩ ╕√│ ∆╢√╘⁸

⌂ ⅔╟┘ ⌂ ╩ ℮√╘─ ⁹ ─╒⅛ ─№╡
⌐╟╡ ⁸ ⌐ ⅛╣╢⁹

7,8,22,
26,28

─ ⌐ ∆╢ ⁸▪☻Ɑꜟ●כ
⁸ ⁸ ≢⁸ ─ ≢─ ⌐⅔⅔

╗⌡ ≢⅝⁸ ⌂ ╩ ≤∆╢ ⌐ ⇔⁸ ─
⌐ ∂≡ ─ ╩ ℮√╘─ ⁹ ⅜ ╩

⇔⁸ ╩ ℮⁹

9,27
─ ─ ╩ ∆╢↓≤╩ ≤⇔≡⁸ ─ ╩ ⌐⇔

≡⁸ ─ ⅜ ∂⌂™╟℮⁸ ─ ↕╩ ∆╢╙
─⁹₈ ⌐╟╢ ─ ─ ₉─ ⁹

4,5,
10,11

⌐⅔↑╢⁸ ─ ─ ⁹

15,16,
19,27

│₈ ה ─⌂™₉≤™℮ ⁹ ╛ ⌐⅔↑╢
⁸ ⌂ ╛⁸ ⌐ ╦╢ ⌂≥╩ ╡ ™≡™ↄ↓≤

╩™℮⁹
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27

⁸ ⅜ ™⌐≈⌂⅜╡╩ ∟⌂⅜╠ ⇔≡™╢ ╩ ∆⁹
⌐ ⁸ ⌐╟∫≡ ─ ⌂╦╣√ ╛ ─ ⅝ ⁸

⌐⁸ ─ ה ╩ ⇔√╙─╩ ∆↓≤⅜
™⁹

⁸ ≢│ ⌐ ╩ ≤⇔√ⱦ○♩כⱪ╩
⇔≡™╢⁹

16
⁸ ⁸ ⌂≥─ ≢│⌂ↄ⁸ ╛ ⌂≥⁸
≤ ↕╣√ ⁹

12
⁸ ⅜ ─√╘⌐ ≤∕─ ╩ ⌐ ⁸

⁸ ∆╢ ⁹

6,12,17,
27,38

─ ╩ ≈─ ⌐ ∆╢ ⱴⱠ☺ⱷfi♩ ─
≈⁹ ─ ╩ ⇔⁸ ה ─ ⌐≈⌂→╢
∞↑≢⌂ↄ⁸∕╣∙╣─ ⌐ ≤ ╩ ⅎ╢ⱷꜞ♇♩⅜
№╢ ≢№╢ ⌐⁸ ≢№╢ ╩
∆╢ ⁹

19

⌐ ╘╠╣√ ≢⁸ ⌐ ⅜ ⌐ ⅎ ⅜╢↓≤
╩ ←√╘─╙─≢№╢⁹ ⅔╟┘ ⌐ ╘╠╣╢
╙─≢⁸ │ 112 ⌐ ╘╠╣≡™╢⁹

⁸ ⁸ ─ ⅜№╢⁹

18,34,
38

─ ─ ≤⇔≡⁸ ─ ⌂ ╛
⌐ ∆╢ ⁸ ─ ⌂≥╩ ⇔ ⌂ ╩ ℮≤
≤╙⌐ ⌐ ∆╢ ⌐ ⅎ⁸ ─ ≤ ─

╩ ⌐ ⇔≡™ↄ ⁹ ↔≤⌐ ⌐ ╢
╛ ─ ╛ ⁸ ⌂≥╩ ╘╢⁹

15,16
⁸ ⁸ ⁸ ─ ⌐ ╦╠∏⁸│∂╘⅛╠≢⅝╢∞↑ ↄ

─ ⅜ ⌂╟℮⌐⁸ ⁸ ─ ⅎ ⌐ ∫≡⁸
⌂ ≤∆╢╟℮♦◙▬fi∆╢↓≤⁹

10
⌐ ∆╢ ─ ⁹ ≢ ⅜ ╘╠╣╢╒⅛⁸

╛ ─ ⌐╟╡⁸ ╕√│ ↕╣╢ ⅜№╢⁹

10,11
⌐ ≠⅝⁸ ─ ─ ╩ ╡⁸

─ ⁸ ─ ╩ ≤⇔≡⁸ ─ ╩ ╛
⌂≥⌐╟╡ ∆╢ ⁹

8
─ ⌐╟╡⁸ ⌐⁸ ≤⇔≡ ↕╣

╢↓≤⅜⌂™≤ ⅎ╠╣╢ ⁹

5,12,
18,34

─ ╩ ⇔√℮ⅎ≢⁸ ⅜ ∆╢ ⌐ ╩ ℮
⁹
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26
™ ⌐╙ ה ⅜ ⌐ ⁸ ⌐ ∆╢↓≤─≢⅝╢
⁹

14,15,
22,24,
26,28

│ ⌂≥⌐ ↑╠╣╢ ⌂ ─√╘─ ≢⁸
╛ ☻Ɑכ☻⌂≥╩ ⅎ⁸ ⅛╠№╢ ─ ∞↑≢⌂

ↄ⁸◓ꜟכⱪ ╛ ⌂≥↕╕↨╕⌂ ─ ⌐ ∆╢√
╘─☻Ɑ⁹☻כ ─ ─ ⌐⅔™≡│⁸ ─ ⁸Ɽ
♁◖fi ⌐⁸ ─ ⌂≥╩ ⅎ√ ≤⇔≡ ™⁸ ─
≤⇔≡ ≠↑╢↓≤╩ ⇔≡™╢⁹

5
╠╣√ ⌐№╢◖fiⱧꜙכ♃╛ ⁸ Ⱪכ◔╩≤⌂

ꜟ╛ ⌂≥≢ ⇔⁸ ♃כ♦⌐ ≢⅝╢╟℮⌐⇔√Ⱡ♇♩
꞉⁹≥↓─◒כLocal Area Network─ ⁹

8,26
≈─ ─ ⅜ ⌐ ╩ ═╢↓≤╩ ⇔⁸ ≤

│ ⌐ ∆╢ ⁹

39

₈ ₉╛₈ ₉╩ ∆╢⅜⁸╕∟≠ↄ╡ ⌐⅔™≡│⁸
⌐⅛⅛╦╢↕╕↨╕⌂ ─ ₁⅜ ╠ ⇔≡⁸ ─

╩ ∆╢√╘─ ╩ ≡√╡⁸ ╘≡™ↄ ≤∕─
≤⇔≡ ™╠╣╢⁹
ⱨ□◦ꜞ♥כ♃כ≤ ┌╣╢ ╩ ⌐⁸ ⅜ ∆
╢╙─≤⇔≡ ↕╣╢ ⅜ ≢№╢⁹
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武蔵野市学校施設整備基本計画策定委員会 委員名簿 

氏名 職名等 区分

 奈須 正裕 ◎ 上智大学 総合人間科学部教育学科 教授

 磯山 武司
(平成27(2015)年６月

～29(2017)年３月)

 丹沢 広行 〇

 倉斗 綾子  千葉工業大学 創造工学部デザイン科学科 准教授

 嶋田 晶子  市立第五小学校校長

 菅野 由紀子  市立第二中学校校長

 髙橋 淳子 ※ 市立第二小学校開かれた学校づくり協議会  地域

 中西 弘幸 ※ 市立井之頭小学校ＰＴＡ会長

 後藤 真澄 ※ 市立第二中学校ＰＴＡ会長

 寺島 芙美子 ※ コミュニティ研究連絡会会長  地域

 矢島 和美　※ 民生児童委員協議会会長  民生児童委員

 砂崎 千恵子 ※ 青少年問題協議会第三地区委員長  青少年問題協議会

 名古屋 友幸
 (平成27(2015)年６
月～29(2017)年３月)

 山本 芳裕 ※

 三澤 和宏
  (平成27(2015)年６
月～29(2017)年３月)

 吉清 雅英 ※

 竹内 道則
(平成27(2015)年６月

～29(2017)年３月)

 福島 文昭 ※

・◎は委員長、〇は副委員長

 市総合政策部長

 市財務部長

 市教育部長

 学識経験者

・委員の任期は平成27(2015)年６月～（※は令和元(2019)年６月～）

 ＰＴＡ代表

 行政

 学校関係者

 国立教育政策研究所 文教施設研究センター長
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委員会等 開催日 主な内容 

第１回 

27 

(2015)  

30 ( )  

(1) ⁸  

(2) ─ ⁸ ⁸ ─ ╘ ⌐≈™≡ 

(3) ⌐№√∫≡─ ה  

(4) ─ ⅎ ⌐≈™≡ 

(5) ─ ⌐≈™≡ 

第２回 27 ( )  

(1) ⌐№√∫≡─ ה ⌐≈™≡ 

(2) ─ ⌐≈™≡ 

(3) ─ ⅎ ⌐≈™≡  

第３回 10 27 ( )  ╩ ╘╢ ≢─ ⅎ ⌐≈™≡  

第４回 12 10 ( )  

(1) ⌐ ↑√ ⌐≈™≡ 

( 2)  ─ ⌐≈™≡ 

(3) ≢─ ─№╡ ─ ⌐≈™≡ 

第５回 

28 

(2016)  

( )  

(1)  ─ ┘  ≡™≈⌐ꜟכꜙ☺◔☻─

(2)  ⌐⅔↑╢ ⌐≈™≡ 

(3)  ─ ┘ ⌐≈™≡ 

(4)  ─ ─№╡ ─ ⌐≈™

≡  

第６回 15 ( )  

(1)  ⌐ ╢ ─ⱥ▪ꜞfi◓ ⌐≈™

≡ 

(2)  ─ ┘ ⌐≈™≡ 

 

第７回 13 ( )  

(1) ─ ◦Ⱶꜙ꜠כ◦ꜛfi⌐≈

™≡ 

  ≡™≈⌐ꜟכꜙ☺◔☻─ (2)

第８回 11 14 ( )  

(1) ⌐№√∫≡─ ⌐≈™≡ 

(2) ⌐ ↑√ ⌐≈™≡ 

(3) ─ ⌐≈™≡ 

第9回 12 26 ( )  

(1) ─ ⌐≈™≡ 

(2) ─╕≤╘( )⌐≈

™≡  

第10回 

29 

( 2017)  

15 ( )  

(1) ─╕≤╘( )⌐≈

™≡ 

(2) ─ ⌐≈™≡ 

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ 

ｺﾒﾝﾄ 

( )  

5 8 ( )   
─╕≤╘  

 

 

武蔵野市学校施設整備基本計画 策定委員会等開催状況 
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委員会等 開催日 主な内容 

再開後 

第１回 

 

( 2019)  

25 ( )  

(1) ─ ⌐≈™≡ 

(2)  ↓╣╕≢─ ─ ╡ ╡ 

(3) ─ ≤  

(4) ─ ─ ╘ ≤ ⌐≈™≡ 

(5) ⌐≈™≡ 

第２回 ( )  

(1) ↕╣√  

  ᵑ  ᵒ  ᵓⱷ♦▫▪☿fi♃כ 

ᵔ ┼─  ᵕ  

(2) ⌐≈™≡ 

ᵑ ה ⱥ▪ꜞfi◓  ᵒ ▪fi◔כ♩  

 

第３回 30 ( )  

(1) ↕╣√  

ᵑ  ᵒ♩▬꜠⁸   ᵓⱪכꜟ ᵔ   

ᵕ  ᵖ ה  ᵗ ─ ╘  

ᵘ ꜟכꜙ☺◔☻  

(2)  

ᵑ ה ⱥ▪ꜞfi◓  

ᵒ ▪fi◔כ♩  

( 3) ⌐ ∆╢  

第４回 10 30 ( )  

(1)  ⌐≈™≡ 

(2)  ─ ─ ⅎ  

₈ ₉≤─  

(3) ꜟכꜙ☺◔☻   

(4)  ─ ─ ⌐≈™≡ 

第５回 12 ( )  
(1) ⌐≈™≡ 

(2) ─ ⌐≈™≡ 

 


